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新約聖書通読も、ついにローマ人、コリント人への手紙と入ってきました。これらの手紙は、異邦人のための使徒となった宣教師パウロが、この時代それぞれの地域に生まれた教会のために書いた手紙（書簡）です。特に、コリント人への手紙は、問題を抱えたコリント教会の立て直しのために愛をもって語っていくことから「牧会書簡」と呼ばれています。
コリントは貿易で栄えた大変裕福な港町でしたが、しかし、大変風紀の乱れた都市でもありました。この時代に使われたことばで「コリントする」というものがありましたが、それは「性的に乱れた行為をする」という意味でした。これほど不名誉なイメージを持たれたコリントですが、その都市に開拓された教会にも、やはりそうした乱れが入り込もうとしていました。聖霊の働きが豊かで、驚くような賜物や霊的な鋭さがある一方、教会の中に格差や派閥を設ける、世俗と変わらない考えもまだ抜けきれていませんでした。パウロが愛して、牧会したのは、そうした教会だったのです。
あきらめない愛。大好きでいつづける愛。そして、罪をきちんと指摘し、良い方向へと成長させる愛。この主イエスの愛、パウロの愛から、私たちもきっと多くを学ぶことができるのではないでしょうか。皆さんの聖書通読が祝福されたものとなりますように。
 

ローマ人への手紙1章	2024年4月22日　月曜日
 
私があなたがたに会いたいと切に望むのは、御霊の賜物をいくらかでも分け与えて、あなたがたを強くしたいからです。
というより、あなたがたの間にあって、あなたがたと私の互いの信仰によって、ともに励ましを受けたいのです。
ローマ人への手紙　1章11,12節
 
科学の世界では、「社会神経科学」という分野が近年大きな成長を遂げているという記事を読みました。これまではひとりの人の脳や神経についてよく研究がされていましたが、社会的な生き物である人間が集まるときに脳がどのように機能しているかへと研究が進んでいるとのこと。そこで発見されつつあるのは、人と人が対面で出会うとき、脳波がシンクロ（同調）するということだそうです。科学者でも「魔法みたいだ」と表現するほど、どのようにしてそれが起こるのかまだ分かっていないようです。しかし、物語や情報を、その場にいる人々が同時に、そして容易に理解して、教え、学び、伝達し合うことができたり、反対に、社会的に孤立すると肉体と精神に不調をきたしたりするのは、そうした神経がピッタリと同調し合う「つながり」によるものだと考えられている、と記されていました。
ここでパウロは「会いたい」と言います。当時、急激に発達したローマ帝国の道路網、そして郵便配達の制度により、少し時間はかかりますが、手紙でも十分に情報を伝え、打ち合わせやすり合わせができるようになりました。しかしパウロは、顔を合わせて会わないと「御霊の賜物を……分け与え」られないと言うのです。そして、さらに「あなたがたの間にあって……励ましを受けたい」と語ります。人間とはよく言ったもので、人が人と出会うとき、人が人々の間にいるとき、私たちから聖霊の働きがだれかに届き、そして、励ましなど、だれかからの聖霊の働きが私たちに届くのです。
パウロの手紙同様、インターネットも神の栄光を現す重要な道具です。しかし、それも不完全な道具のひとつにすぎません。脳波の同調をさらに超えたものである、主の霊的なお働きを届け合うために、対面で会いたいと思うことの大切さを忘れないでいましょう。
 

ローマ人への手紙2章	2024年4月23日　火曜日
 
神にはえこひいきがないからです。
ローマ人への手紙　2章11節
 
ずっと前のことになりますが、外国の大統領が訪日して鯉の餌やりをした際に、餌の入った枡をひっくり返して餌を一気に投げ入れる写真が、非難とともに広まったことがありました。その瞬間だけを見るととても異常な姿なのですが、しかし、このときの動画を観ると、この直前、実は大統領はおさじを使って穏やかに餌やりをしているのです。そして、日本の首相が枡を返して残った餌を池にまいた、それと同じことを、大統領は礼儀としてまねて行っただけのことでした。しかし、写真で一瞬を切り抜いたことで、なんだかおかしなことになってしまったのです。
聖書も、一部を切り取って文脈の流れから切り離すと、なんだかおかしなことが起こります。今日の聖書の箇所ですが、本来、神様は、「知れ。主はご自分の聖徒を特別に扱われるのだ。私が呼ぶとき主は聞いてくださる。」（詩篇4:3）とあるように、えこひいきをして、クリスチャンをご自分の子として特別に愛し、救い、お恵みくださるお方です。では、えこひいきされないとは何のことなのでしょう。実は、この箇所の直前には、「悪を行うすべての者の上には、ユダヤ人をはじめギリシア人にも、苦難と苦悩が下り、善を行うすべての者には、ユダヤ人をはじめギリシア人にも、栄光と誉れと平和が与えられます。」（9,10節）とあり、それで「神にはえこひいきがない」（11節）と続くのです。つまり、①救いについて、②ユダヤ人と異邦人には「えこひいきがない」と言っているのです。ユダヤ人であっても、救われるためには、律法を落ち度なく完全に行うか、それとも、メシアである御子イエス様に救っていただくかしかない。これは異邦人も同じ、そこにえこひいきはない、という意味なのです。
主は、救いについてはえこひいきのないお方です。どんなにいい人であっても、かわいそうな状況の人であっても、ユダヤ人であっても、イスラム教徒であっても、律法を生まれてから一度のミスもなく生きていないのであれば、イエス様を信じること以外に救われる方法はありません。律法を失敗なく生きることは不可能ですから、すべての人にイエス様の救いが必要なのです。これを覚えて、ユダヤ人と異邦人を含む全世界が、イエス様の愛、罪の赦しの十字架と復活を知る必要がある、と今一度心に留めていきましょう。そして、祈りましょう。私たちの今日行う仕事や働きの何かが、いつか、世界のだれかの救いに、どこかでつながりますように、と。
 

ローマ人への手紙3章	2024年4月24日　水曜日
 
すべての人は罪を犯して、神の栄光を受けることができず、神の恵みにより、キリスト・イエスによる贖いを通して、価なしに義と認められるからです。
ローマ人への手紙　3章23,24節
 
私が学んだ大学の当時の学長は、クライド・クックという元宣教師の先生で、大変すばらしい人格者でした。先生が召されたとき、大勢の方が悲しみましたが、先生を偲んでこんな話がなされました。「私がレストランで食事をしていると、クライド・クックが入ってきた。私のことを自分の大学の学生だと知っているはずはないから声をかけないでいたのだけど、知らないうちに私のテーブルの支払いを済ませてくださっていた。」これに、「私も！」という声がいくつもあったと言います。
さて、今日の聖書の箇所は、「すべての人は罪を犯して、神の栄光を受けることができず」ということばから始まっています。「すべての人」ですから、私のことも含まれています。そして、あなたのことも、です。
「あなたにもみじめさがあるでしょう。」ある先生の講演に参加した際、優しく語られたことばが胸に響きました。悲しみやつらさだけではない、自分の罪や悪かった姿を取り消そうとしても消せない無力感、みじめさというものを、だれもが心のどこかに抱えて生きています。それでも、それを打ち消そうとがんばってみたり、忘れようと明るくふるまってみたり、いろいろなことをする私たちですが、罪を消去できる値までは決して届かない、ええ、「すべての人は罪を犯して、神の栄光を受けることができず」のみじめさを、人はみな抱えています。
ところが、神様は私たちに、救いの出口を作っておいたとおっしゃるのです。「神の恵みにより、キリスト・イエスによる贖いを通して、価なしに義と認められる」と。そのゆるしは、私たちが届くことのない「値」だけれども、神様は「値なしに義と認め」るとおっしゃってくださるのです。イエス様が「値」を支払ったから解決した。イエス様が赦した。イエス様が打ち消した。だから、あなたは決してみじめではない、と。
クライド・クック学長に食事代を支払ってもらった人の多くは、一生懸命アルバイトをしながら高い学費と生活費を捻出する苦学生たちでした。そして、彼らがお会計をするときに気づいたのは、そのすべてを学長が払ってくれていた、ということです。自分のみじめさと一生懸命戦う方、あなたもこれを読んでくださっているでしょうか。罪の問題はイエス様がすべて解決してくださいました。さあ、これを信じて、平安の中をもう一度歩き出していきましょう。
 

ローマ人への手紙4章	2024年4月25日　木曜日
 
彼は望み得ない時に望みを抱いて信じ
ローマ人への手紙　4章18節
 
ある方が私のところに来て、こうお話しくださったことがありました。「古田さん、私は、希望というのは『落ち込んでいる場合じゃない。まだまだこれからだ』ということだと思います。」私はそれを聞いて、ああ、本当にそのとおりだな、と思ったのを覚えています。
この聖書のことばは、私たちクリスチャンの信仰の父であるアブラハムが持っていた信仰と希望が記されているところです。アブラハムは、自分が高齢で、神様のお約束を実現できないかもしれないという「望み得ない」年齢になっても、「望みを抱いて信じ」た人でした。そして、私たちもこの信仰を持って生きる人々なのです。
3 歳児は将来を見ることができない、という話を聞きました。個人差はあるでしょうけれど、未来という観念がまだなく、10 分待ったらもっと大きなケーキに取り替えてあげる、と言われても分からないのだそうです。でも、大人でも、未来が分からないときがあります。良い将来が描けず、現状だけを見て絶望した経験はないでしょうか。もう少し待てばよいだけなのに、それがわからず「もうだめだ」となってしまう。でも、「このケーキは小さすぎる。もうだめだ。」は 3 歳児の考えです。
一麦教会が十数年前にお招きした、教会が経営するアフリカの孤児院WATOTOの子どもたちのことを思い出します。朝起きたらだれもいなかった、という絶望を味わった孤児たちに、教会が新しい家族、家、食事の場、教育、仕事となりました。コンサートで彼らは一人ずつ、将来なりたいものを挙げていきます。その中には、「大統領になりたい」と声をあげた、かつてひどい絶望を味わった女の子もいました。
希望とは、どこからでもやり直せる、ということです。落ち込んでいる場合ではなく、まだまだこれからだ、と思うことです。私は罪深いと思っても、やり直せます。私の将来はどうせだめだと思っても、イエス様があなたにこれからを備えてくださいます。これから後はもっとすばらしくなります。たとえ、今は望み得なくても、です。「この宮のこれから後の栄光は、先のものにまさる。」（ハガイ2:9）
 

ローマ人への手紙5章	2024年4月26日　金曜日
 
忍耐が練られた品性を生み出し、練られた品性が希望を生み出すと、私たちは知っているからです。
ローマ人への手紙　5章4節
 
初めてピザを作ったときのことを思い出していました。水を加えた小麦粉をひたすらこねていくと、不思議に小麦粉のかたまりが変化していき、弾力がありよく伸びる生地ができていきます。調べると、小麦には２種類のタンパク質が含まれていて、水を混ぜて力を加えることでその2つが結びつき、「グルテン」と呼ばれるものができるのだそうです。
私たちはクリスチャンとしての人生を送る中で、聖霊の働きにより、幾度か「自分は変わる必要がある」と真剣に思わされる転機を迎えることがあります。そういうときは、髪型や服装などの外側の小手先ではなく、内側の変化といった心のきよめの必要を強く覚えるものです。でも、外側の変化は簡単にできますが、中身から変わりたいと思うとき、いったい何をすればよいのでしょう。
今日の聖書は、「忍耐が練られた品性を生み出」す、と教えてくれています。手の届かない、私たちの心の中身。でも、その心に届いて、心の中身を練るのは、試みだけです。試練や苦しみ、思いどおりにいかない現実。こうしたことが心に深く届くとき、ただ耐え忍ぶのです。降りしきる雨の中、傘をさしてじっとしている学生のように、ただ試練を耐え忍ぶのです。その試みの力があなたの心をこね、練りきよめている途中なのですから。十分に忍耐すれば、そこには「練られた品性」、成長した新しい気品が、さなぎから出る蝶のように羽を広げることでしょう。
今の時代、だれかが試みに耐えているとき、かわいそうと思うのは良いことです。でも、その方が十分に忍耐する前に助けてしまうことはないでしょうか。十分に忍耐することの価値、これを現代でも失わないでいければと思います。人が練られて苦々しくなるのか、それとも美しく変わるのかは、忍耐できるかどうかにかかっています。調理途中でオーブンを開けないことです。「主が人の子らを、意味もなく、苦しめ悩ませることはな」（哀歌3:33）く、この「練られた品性が希望を生み出すと、私たちは知っている」のですから。
 

ローマ人への手紙6章	2024年4月27日　土曜日
 
死んだ者は、罪から解放されているのです。
ローマ人への手紙　6章7節
 
「あの方はもう亡くなられました。」とても悲しいことですが、そんなふうに俳優などの著名人や知り合いが亡くなったというニュースを聞いて、とても驚くことがあります。もう一度お見かけできればと願っても、またお交わりをしたい、そう思っても叶いません。でも、これはだれかほかの人のことだけでなく、今の私たち自身にも実は当てはまることだと、聖書は教えています。どういうことでしょうか。
このローマの6章は、私たち洗礼を受けたクリスチャンは、「それとも、あなたがたは知らないのですか。キリスト・イエスにつくバプテスマを受けた私たちはみな、その死にあずかるバプテスマを受けたのではありませんか。」（3節）とあるように、洗礼の水の中で一度死んで、「バプテスマによって、キリストとともに葬られた」（4節）のだ、と教えます。それは、キリストを信じることは、古い昔の自分の生き方を殺すことだからです。そして、キリストを信じることは、「キリストが御父の栄光によって死者の中からよみがえられたように、私たちも、新しいいのちに歩む」（4節）ことなのです。つまり、クリスチャンになるとは新しい人生を生きることなのです。それは、古い生き方をやめるだけでなく、古い生き方をしていた自分に死んで、クリスチャンのあなたという新しい人生を始めることです。
ですから、昔の知り合いがあなたを悪い習慣に誘っても、あるいは、昔のあなたがしていた悪いことを「あのころのお前はすごかったよな」とほめたとしても、私たちは言うのです。「ああ、あのころの俺？あいつはもう死んだよ。」あの姿をもう一度見たい、そう願っても、また、悪かったあのころのあなたと関わりたい、そう思っても叶いません。昔に死んで、新しく生きる。それが洗礼を受けたクリスチャンなのです。
 

ローマ人への手紙7章	2024年4月28日　日曜日
 
私は本当にみじめな人間です。
だれがこの死のからだから、私を救い出してくれるのでしょうか。
ローマ人への手紙　7章24節
 
ちょっと怖い話になりますが、聖書の時代、ひどい殺人を犯した人の処刑方法は、その死体を犯罪人のからだにくくりつけて、ゆっくりとその腐敗が生きている犯罪人に移っていき、じわじわと死を移らせていくという、大変恐ろしいものだったそうです。それを「死のからだ」と呼んだと言われています。
クリスチャンは、イエス様を罪からの救い主として信じました。罪から救うというのは、死後、罪の結果である神のさばきを受けずに御国に入るということと、もうひとつ、この地上でも罪を犯さないように生き、罪の影響から救われるということを意味しています。イエス様は私たちを罪からお救いくださったのです。それで、私たちの人生はクリスチャンになって大きく様変わりしました。御国の希望で満ち、また、罪深い生活を改め、きよく正しく美しい人生が始まったのです。
しかし、それでも私たちの人生は、天国で栄化されるまで、罪が残る部分があります。ですから、毎日私たちは悔い改め、また聖霊の働きと聖書のみことばによって、聖化されて成長していくのです。パウロは、この今なお残る罪深い性質を、自分にくくりつけられた「死のからだ」と呼びました。冒頭の犯罪人のように死体をくくりつけられたら、私たちはなんとかしてそこから逃れようとすることでしょう。罪も同じなのです。私たちをゆっくりと腐らせ、悪い方向へ変えていってしまう。ですから毎日悔い改めるのですが、それでも死のからだはそこにある。
そこで、パウロは叫ぶのです。「だれがこの死のからだから、私を救い出してくれるのでしょうか。」そして、その答えは直後のみことばなのです。「私たちの主イエス・キリストを通して、神に感謝します。……こういうわけで、今や、キリスト・イエスにある者が罪に定められることは決してありません。」（7:25,8:1）兄弟姉妹、罪を犯したなら、すみやかに悔い改めましょう。何度でも、何度でもです。そして、罪が死のからだのように離れず、絶望しそうなとき、あなたをそこから必ず解放してくださる主、イエス・キリストを信頼しましょう。主は必ず、この地上でも御国でも、くくりつけられた死のからだなる罪性から、あなたを完全に自由にしてくださいますから！
 

ローマ人への手紙8章	2024年4月29日　月曜日
 
今の時の苦難は、やがて私たちに啓示される栄光に比べれば、取るに足りないと私は考えます。
ローマ人への手紙　8章18節
 
TPWというアメリカの宣教団と一緒に、ゴスペル音楽を通して伝道していたときのことです。記録によれば、2005年9月のツアーで、福岡にあるひとつの教会を訪ねました。今となっては私がどんな失敗をしたのかはまったく思い出せませんが、ツアー移動に疲れきったTPWのメンバーが、ミスをした私に本当に冷たく接した日がありました。私だってクタクタでした。名古屋を遠く離れて、早朝から夜中まで、無償で働き詰めの毎日です。福岡に知り合いはいても、宣教チームですから、TPWと一緒に行動をしなくてはなりません。しかし、その日は、親友であるTPWのメンバーたちが私にひとことも声をかけず、ただピアノの前でリハーサルを続けていきました。私は外にも行けない、中にもいられない、居場所のない悲しみに駆られて、2階の礼拝堂に上っていったのを覚えています。
すると、上りきったその目の前に、聖書のことばが飛び込んできました。美しい毛筆で、「現在の苦しみは、将来私たちに現されるはずの栄光と比べると、取るに足りない」と掲げられていたのです。あの日、神様は私にみことばで語ってくださったのです。私たちは今、キリストのために、みな苦しんでいる。けれども、将来必ずイエス様の栄光が現れ、私たちは喜びでいっぱいになる日が来る。そうなったら、今、2005年9月20日、どんなに苦しくたって、その栄光と比べれば、この苦しみは取るに足りない。そのことが自分の中に飛び込んでくるかのように分かり、感じられて、その場で私は泣き崩れました。おいおい泣いたのです。それは、神様は、私に語ってくださる、本当に私の神だったことが分かり、その優しさがしみてきたからでした。
今日、これを読んでおられる方の中で、つらい人はいますか。悲しくてしかたのない方はいますか。でも、忍び耐えるあなたを主は知っておられます。そして、このみことばを届けてくださっているのです。「現在の苦しみは、将来私たちに現されるはずの栄光と比べると、取るに足りない」と。
 

ローマ人への手紙9章	2024年4月30日　火曜日
 
彼らはイスラエル人です。
子とされることも、栄光も、契約も、律法の授与も、礼拝も、約束も彼らのものです。
ローマ人への手紙　9章4節
 
インターネットの発達によって、ロシア正教やギリシア正教、ローマ・カトリックやプロテスタント、いろいろな礼拝を即座に視聴することができるようになり、各宗派の礼拝式の違いを興味深く観ることができるようになりました。中には、音声をミュートにしてみるとロックコンサートかと見まがうようなものもあるようですが、大体どの宗派も通常、賛美、祈り、聖書朗読、説教、聖餐式、献金、祝祷を行っています。なぜ、宗派を超えて世界中にまたがるキリスト教会であるのに、みな、同じような礼拝式を2000年もの間維持しつづけているのでしょうか。それは「礼拝も……彼らのもので」あり、「彼らはイスラエル人です」とあるように、私たち全世界のキリスト教会の礼拝式は、イスラエルのユダヤ教からのものだからです。
お香を焚きながら会衆の間を歩く司祭たちがリードする礼拝もあれば、オルガンによる会衆賛美をささげる礼拝、手づくりの太鼓を心いっぱい叩いてささげるアフリカの礼拝など、いろいろな礼拝の現れはありますが、しかし、根っこは同じ。「あなたが根を支えているのではなく、根があなたを支えているのです。」（ローマ11:18）とあるように、元の部分ではつながっているのです。
その元の部分が持っている礼拝、それはさかのぼれば、主がお命じになり、モーセによって整えられたイスラエルの幕屋での礼拝です。神のことばである聖書を朗読し、民に説き明かし、やがての十字架を意味する血のいけにえをささげ、祈り、祝福の宣言を受け取って生きる、この幕屋の根っこが今の世界のキリスト教会の礼拝を支えているのです。そして、もちろん、私たち一麦教会の礼拝も、この根っこから主キリストをたたえるために伸びているひとつの枝なのです。私たちは、1941年に突如現れた宗教ではありません。川の流れのように流れてきて今がある、歴史のキリスト教会なのです。私たちは、メシアである主イエス様を愛し受け入れた、神の民なのです。
 

ローマ人への手紙10章	2024年5月1日　水曜日
 
私は、彼らが神に対して熱心であることを証ししますが、その熱心は知識に基づくものではありません。
ローマ人への手紙　10章2節
 
「こら、落ち着きがないぞ」そんなふうに小学生の息子に言うことがありますが、そのたびに「お前はどうなのだ」と問われている気になります。まだスマホがなかったころ、私は知らない場所を訪ねるときは、よく人に道を尋ねたものでした。そして、地元の方に教えていただくのですが、その説明の途中で、「あ、ありがとうございます。わかりました。ガソリンスタンドを右ですね！」と威勢よく返事をして、歩き始めてしまうのでした。しかし、そのガソリンスタンドがどこなのかさっぱりわからない。それで、また別の方を呼び止めるはめに。行き先も方角もわからないけれども、歩きたい。これはやっかいです。もし、一緒に旅する仲間にこのような人がいたら、ついていくのは大変です。
さて、この箇所は、パウロが、自分が愛するユダヤ人の間違いについて語るところです。彼らユダヤ人は、本当に神様に対して熱心で、どんな犠牲をも払おうとする、これは間違いのないことだと証言できる、とパウロは語るのです。ところが、ひとつ大きな問題があって、熱心なのは熱心なのだけど、「その熱心は知識に基づくものでは」ないと言うのです。どれほど熱心に何かを実行しても、知識に基づかないなら、それは、どこで曲がるかも知らずにガシガシと反対方向に向かって歩き続け、目的地から遠ざかっていく、かの日の私と同じです。とにかく歩けばいい、という根性論ではないのです。ユダヤ人も救いに到着しなければなりませんから。
さて、私たちはどうでしょう。私は「頭でっかちになるなよ」と言われて教会で育ち、神学校でもそう言われました。でも、「からだでっかち」も気持ちが悪いものです。一麦教会は、頭でっかちになってはなりません。神学や聖書知識ばかり頭につめこんで、伝道も奉仕も実践も何もしなくなれば、私たちはおかしな教会になってしまいます。でも、だからといって聖書を学ばず、教育的な説教に耳を傾けず、学びの機会も軽んじるなら、とにかく走り、いろんなものを持ち上げて運ぶけれど、全部的はずれになって、いろんなものを壊しまくる巨人と化してしまいます。今、ちょっとだけ問いかけましょう。あなたは学んでいますか？そして、あなたは実践していますか？
 

ローマ人への手紙11章	2024年5月2日　木曜日
 
こうして、イスラエルはみな救われるのです。
ローマ人への手紙　11章26節
 
お庭の花木が枯れてしまい、それを根こそぎ抜いて処分し、代わりに新しい木や花に「植え替え」をしたことがある方はいらっしゃるでしょうか。以前、そこに花が咲いていたことはもうなかったことのように取り消して、よく咲く別の花を植えることはよくあることだと思います。
このローマ書9章から11章までは、ユダヤ人パウロが、異邦人の割合が一気に増えてきたローマの集会に向けて、イスラエルを馬鹿にしたらダメですよ、と教えるところです。イスラエルが頑固になってイエス様を受け入れないからといって、神様がイスラエルを根こそぎ抜いてなかったことにし、代わりに新しい異邦人の教会に植え替えをしたのではありません。「神の賜物と召命は、取り消されることがない」（29節）からです。主は「植え替え」ではなく、異邦人クリスチャンをイスラエルに「接ぎ木」されました。その根っこと幹は、ある日突然、まことのイスラエルに変わります。それが冒頭のみことばです。
そのうち、聖霊の奇跡的な働きによって、あの頑ななユダヤ人が突然、「イエス様がメシアでした。すみません、主よ。あなたを受け入れず、十字架にまでかけてしまった。」と大声をあげて嘆きながら悔い改める日が来ます。そして、彼らユダヤ人は、民族ごと一斉に、自分たちのアイデンティティを「ユダヤ人であるとは、メシアであるイエス・キリストを愛し、彼のために生きる人のことである」とし、まことのイスラエルとなり、「こうして、イスラエルはみな救われる」という聖書のみことばが成就するのです。そして聖書は、それは「たやすく」（24節）起こるよ、と言うのです。
その日まで、イスラエルにはがっかりさせられることもあるかもしれません。でも、イスラエルはみな救われます。これほど確実に救いを約束されている集団はほかにありません。ですから、彼らが生き残れるように、私たちは祈っていきましょう。そして、イスラエルが「ねたみを起こ」（11節）すほどに、救い主メシアと出会えたことを喜び、神様との交わりを楽しみ、私たちのできる最高の礼拝をおささげしつづけていければ、そう願っています。
 

ローマ人への手紙12章	2024年5月3日　金曜日
 
この世と調子を合わせてはいけません。
むしろ、心を新たにすることで、自分を変えていただきなさい。
ローマ人への手紙　12章2節
 
教会の早天祈祷会では、毎朝5時40分から45分まで「世の光」というラジオ番組を聴いています。ラジオですから電波を受信するために調整しなくてはいけませんが、東海ラジオのAMは、教会の1階で聴こうとするとこれが実に難しく、大ベテランの河原先生でないとなかなか雑音なしにぴったりと合わせることはできないのです。
さて、聖書は、このラジオを調整するのとは反対に、「調子を合わせてはいけません」と教えます。ある集団と考え方や目的がぴったり合うとき、私たちはなんだかとってもよい気持ちがします。自分が受け入れられた気がしますし、うれしい気持ちがこみ上げてきます。しかし、聖書は「世」の価値観とだけはぴったり合わさってはだめですよ、と教えます。世の価値観とは、「肉の欲、目の欲、暮らし向きの自慢」（Ⅰヨハネ2:16）を求めて生きろという電波、いえ、考え方です。これと調子を合わせてはいけません。
 
ところが、早天祈祷会のラジオとは違い、これが実によくぴったり合ってしまうのです。ダイアルを回して電波を外しても、外しても、クルンとまた世へとセットされてしまう。それで、聖書は教えます。「むしろ、心を新たにすることで、自分を変えていただきなさい」と。この「心」と日本語が訳したことばは、私たち日本人が考える、感情や人情といった「心」ではありません。これは、「ヌース」というギリシア語で、「心」というより「思考」です。もし、電波が世に合ってしまいやすいなら、行動を変えたり、両手でほっぺたを叩いて感情的に自分を切り替えたりするのではなく、まずものの「考え方」、「思考」を変えるのです。
思考を変える最高の方法は、聖書を読み、そして、思い切り神学することです。べつに難しいことはしなくていいのです。神学するとは、どうやったら聖書のみことばに沿って生きることができるか思考することです。スーパーで賢くお買い物する「お買い物の神学」もあるでしょうし、ファッションについて主はどう考えておられるか「ファッションの神学」もあることでしょう。そうして、聖書のおことばによって思考を新たにすることで、自分を変えていただく、それが、世の波長から調子を外すコツなのです。
 

ローマ人への手紙13章	2024年5月4日　土曜日
 
あなたがたが眠りから覚めるべき時刻が、もう来ているのです。
ローマ人への手紙　13章11節
 
「今、どのくらい寝てた？」15分だけ昼寝するね、などと言ったあと、ガバッと起きて、家族に尋ねることがあります。妻によると、15分なら15分、自分で言った時間どおりにだいたい起きているらしいのですが、自分としては焦って目を覚ますことが多いように思います。夢の中では、運転したり、人に会ったり、いろいろなことをしていたはずなのに、起きてみると、当然何もできていません。あたり前ですが、眠っている間は何もしていないからです。
さて、聖書は、「あなたがたが眠りから覚めるべき時刻が、もう来ている」と私たちクリスチャンに語りかけます。眠っている間は何もできていませんから、ここで言うクリスチャンの眠りとは、クリスチャンとして、人生で何もしていない状態のことを指します。もし、私たちの中で、クリスチャンとして生きることにぐっすりと眠ってしまっているところがあるのでしたら、「私、どのくらい寝てた？」そんなふうに問いかけて、クリスチャンとして目を覚ましてもよいのではないでしょうか。通常のお昼寝はからだと心にとって大切かもしれませんが、クリスチャン人生のお昼寝は困りものです。
では、起きて何をすればいいの？クリスチャン人生って何ですか？そう思われるのであれば、この箇所の前後を読んでみてください。十戒の「姦淫せず、殺さず、盗まず、人のものを欲しがらない」クリスチャンの生き方は、「他の人を愛する者は、律法の要求を満たしている」（8節）とあるように、人間を愛することで可能になります。自分を正しく愛し、クリスチャンと教会を愛し、ノンクリスチャンの方々、人と呼ばれるものすべてを愛する生き方、これをさぼって、眠ってしまってはいませんか。人を愛し助ける人生を、お昼寝から起きて、もう一度始めてみてはいかがでしょう。全然遅くはありません。今、アラームは鳴ったところです。
 

ローマ人への手紙14章	2024年5月5日　日曜日
 
こういうわけで、私たちはもう互いにさばき合わないようにしましょう。
ローマ人への手紙　14章13節
 
アニメにもなった『アルプスの少女ハイジ』という物語があります。スイスの山に住む祖父に預けられ育つ少女ハイジ。主人公はもちろんハイジですが、私はこのおじいさんに心惹かれます。過去の自分の罪、そして家族に相次ぐ不幸が重なり、村人たちはそれを神罰だなどと心ないことばで責めていく。やがて、彼は山にこもり、頑固な老人と呼ばれながら孤独な生活を送ります。
さすがに山にこもるということはなくても、私たちもこんがらがる人間関係の中で、もう嫌だ、ひとりきりになりたい、と思うことがあるのではないでしょうか。一時的に後ろに下がって、退却し（「リトリート」と英語では言います）、全体を見渡しながら、静かに心癒すことは大切なことかと思います。しかし、これが孤立になってしまうのであれば、話は別です。神様は孤独になるように、私たち人間をお造りになったのではありません。「人がひとりでいるのは良くない」（創世記2:18）のです。
このローマ14章では、クリスチャンなら菜食主義になるべきだと考える人たちと、クリスチャンならなおさら肉を食すべきだと考える、2つのグループがぶつかり合い、お互いがお互いをさばき、馬鹿にしあっていたことを取り上げて記された箇所です。神様はこの2つのグループに対して、「神の国は食べたり飲んだりすることではなく、聖霊による義と平和と喜びだ」（17節）と告げ、食事の内容よりももっと大切なことがあるだろう、とお語りになります。もっと大切なこと、それは「共存」です。人が孤立せず、共に生きること、これが教会でも、家族でも、国家でも、主のみこころにかなうことです。
人は違いがあっても、互いを違うまま受け入れ合い、平和のうちに、一緒に共存し、生活していくのです。その秘訣を、聖書はこう記しています。「食べる人は食べない人を見下してはいけないし、食べない人も食べる人をさばいてはいけません。」（3節）
私はこう思うから、あなたもそう思え。これでは共存はできません。そもそも他人なのですから、違ってあたりまえ。召しも違えば、賜物も違う。でも、同じ聖霊がうちに生きて、違う私たちをまとめてくれる。だから、孤立しないで、こっちに来て、相手を見下さず、さばかず、一緒に生きていこう、これが大切な主のみこころなのです。
 

ローマ人への手紙15章	2024年5月6日　月曜日
 
私たち力のある者たちは、力のない人たちの弱さを担うべきであり
ローマ人への手紙　15章1節
 
北欧のことわざに「強い肩が重い荷物を負う」ということばがあるそうです。これは、おもに税金にあてはめて用いられ、収入の多い者が多く税を納めるものだ、と受け止められているそうです。
ずっと以前、「サークル」と「コミュニティ」の違いについて教えていただいたことがあります。よく似ている2つですが、実はまったく違うもので、「サークル」は同じ興味、同じ年代など、多くの共通点を持つ人々が集まるグループで、「コミュニティ」は、言ってみれば「村」のようなもので、さまざまな年代、異なる経済状況、異なる興味、趣味の人々が集まる共同体を意味することばなのだそうです。私はそれを聞きながら、青年会やヤングミセス、賛美グループは「サークル」だけれど、教会そのものは完全に「コミュニティ」だなと思いました。なぜなら、教会にはいろいろな違いを持った方々が、イエス・キリストに救われて、信仰者として集まって来られるからです。
ですから、教会を社交クラブやサークルにとって代わるものとしてはなりません。教会にはいろいろな方がいてよい、いえ、いなくてはならないのです。肩の強い人もいれば、弱い人もいる。肩の弱い人も、なくてはならない重要な価値をもって教会に所属しているのですが、しかし、重い荷は背負えない。それで、「強い肩が重い荷物を背負う」のです。「力のある者たちは、力のない人たちの弱さを担うべき」なのです。
「よっかかっていいよ。」ポンと自分の肩を叩いて、言ってあげられる者でありましょう。ただ、そのためには、あなたのどんなところが強い肩なのかをきちんと知っていなければなりません。そうでないと共倒れをしてしまいます。あなたの強いところ、長所はいったいどこでしょう。あなたは何をして人を助けてあげられるでしょう。教会を助けてあげられるでしょうか。
それを知るために、こんなふうに考えてみてください。あなたが「お願いです。１マイル行ってください。」と頼まれて、「いいよ。２マイル行ってあげる。」と言える分野は何でしょう。「１」頼まれたら、喜んで「２」をできる。それがきっと、あなたの強い肩です。
 

ローマ人への手紙16章	2024年5月7日　火曜日
 
平和の神は、速やかに、あなたがたの足の下でサタンを踏み砕いてくださいます。
ローマ人への手紙　16章20節
 
私を教えてくれた先生は、礼拝で手拍子をしたり拍手をしたりするときは、その手と手の間に悪魔の顔があると思え、と教えてくださったことがありました。すると、力強い手拍子を打てるぞ、と。それとは少し違うかもしれませんが、聖書は雄々しく、力強い約束をしてくださっています。サタンが踏み砕かれるというお約束です。これは、終末、最後にサタンが倒されることについて語っているというよりも、日々のクリスチャン生活、そして教会生活において、誘惑、混乱、争い、つまずき、落ち込みを招く源であるサタンを踏み砕く、という意味でよいでしょう。
しかし、注目すべきは、「あなたがたの足の下で」ということばです。主は、私たち教会を使って、サタンを踏み砕いてくださるというのです。なんだか怖いなあ、自信がないなあ、そんなふうに思うかもしれません。でも、主の約束は約束です。私たちに、それは可能なのです。サタンの誘惑に連敗続きのクリスチャンでも、信じましょう。誘惑に対する勝利は必ず来ます。どうしようもできない気分の落ち込みに悩むクリスチャン、大丈夫。主は勝利と希望、そして不思議な前向きな思いを与えてくださいます。サタンは踏み砕かれます。サタンによるクリスチャンへの攻撃や影響は、足の下で粉々になって、風に飛ばされていき、「そんなことあったっけ」と忘れてしまうほどになっていくのです。
なにより、この攻撃の大将軍は「平和の神」です。私たちはこうしたサタンへの攻撃は、怒りと暴力、復讐心で、にらみつけながら力を誇示するものだと思っていないでしょうか。いいえ、「平和の神」がサタンを倒すのに使うのは「平和」です。教会の「平和」であり、あなたの心のうちの「平和」です。教会を分裂させて、無力化させようとする悪魔に勝利する、私たち教会の最高の攻撃は「平和」なのです。あなたの心が平安であるとき、教会が平和を味わっているとき、サタンは最も苦しんでいることを心に留めて、今日を生きていきましょう。シャローム！
 

コリント人への手紙 第一 1章	2024年5月8日 水曜日
 
十字架のことばは、滅びる者たちには愚かであっても、救われる私たちには神の力です。
コリント人への手紙 第一　1章18節
 
牧師として働く中で最高の特権と思えることは、人が救われる瞬間に立ち会ったり、そのご様子をうかがったりすることができることです。イエス様のゆるしの宣言を、大きな安堵のため息とともに受け取った方、人をゆるせなかった自分にこそ実は大きな罪があったことに突然気づき、イエス様の十字架のゆるしを心の奥底から感謝することができた方など、いろいろな方が十字架と復活の福音に救われていきました。中でもひとりの方の、救われる前と後で大きな変化をお受けになられた姿には大変心動かされました。
その方は、冗談ではなく、世界中の山を登った方でした。また、ご高齢になってからは詩吟などに精を出され、さまざまなグループでリーダーを務める、いわゆる姉御肌のご性格であったことを思い出します。お話しされることのほとんどが自慢話で、ご自分がいかに強い者であるかをよく聞かせてくださいました。ところが、ある日のお話は、いつもとは全然違い、イエス様のお話でいっぱいでした。さらに、ほかの未信者の方に「あなたも早くイエス様を信じなさい」とおっしゃる始末で、きっとそこにいただれもが、「あなたこそね」と思われたかと思います。しかし、この方は、この時すでに、繰り返し語られるイエス様の愛と十字架の罪のゆるしを信じておられたのです。この日から、この方のお話は180度変わり、謙遜でおだやかになられたのです。「十字架のことばは、滅びる者たちには愚かであっても、救われる私たちには神の力」とあるように、以前のこの方には、十字架のことばは愚かなことと聞こえていたのだと思います。しかし、お恵みにより救われる人となった瞬間、自分の力ではなく、十字架のことばこそが救いの力であると分かったのです。
この方を最後にご訪問した日のことを覚えています。施設にご入居されていましたが、最後まで「教会に行きたい」とおっしゃっていました。最後のお祈りのとき、弱ったおからだでありながら、大きな声で「アーメン」と言われました。そして、力を振り絞って「教会に感謝しています」と伝えてくださったのでした。十字架のことばは、どんなに愚かに思えるときがあっても、人を救う伝道はそれしかないことを、教会は忘れずにいましょう。
 

コリント人への手紙 第一 2章	2024年5月9日 木曜日
 
しかし私たちは、成熟した人たちの間では知恵を語ります。
この知恵は、この世の知恵でも、この世の過ぎ去って行く支配者たちの知恵でもありません。
コリント人への手紙 第一　2章6節
 
ツァイトガイスト（Zeitgeist）というドイツ語があります。ツァイトは「時間」、ガイストは「霊」で、「時代精神」や「思潮」と訳されたりします。ある時期、ある地域の、ある世代が、まるで霊に取り憑かれたかのように、みなで一斉に何かを信じ、主流となっていくものの考え方や社会的動向のことを言います。もちろん、よい思潮もあるのですが、悪いものになると、世界の歴史などで見受けられる、ええ？なんでみんな一斉にこんなおかしくなっちゃったんだろう？と不思議に思うような出来事として現れることがあります。
「この知恵は、この世の知恵でも、この世の過ぎ去って行く支配者たちの知恵でもありません」とあるこのみことば、「この世」と訳されていることばは、もともとは「この世界」ではなく、「この時代」です。私たちが信じているイエス・キリストの福音は、「この時代の知恵」、すなわち「時代精神」ではない、というのです。
だれかにイエス様のことをわかりやすく伝えたいと思う愛は、とってもすばらしいことです。それで、イエス様の福音を、相手が受け入れやすい、食べやすい、飲み込みやすいものに調理してお渡しすることがあります。しかし、相手の生活やものの考え方に沿って、元のかたちがわからなくなるまで調理しすぎる誘惑には気をつけなくてはなりません。熱を加えると野菜からビタミンが流れ出てしまうように、時代の霊である思潮に合わせて調理をすれば、救いの栄養は、福音から一気に流れ出してしまいます。そして、福音宣教は、どこかで聞いたことのある新鮮味のないこの世のバラエティやYouTube動画と大差なくなってしまいます。
あなたにも罪がある。しかし、イエス様は十字架であなたの罪を赦し、地獄から天国に行き先を変えてくださった。このことを信じるならば、罪が赦されて、あなたに永遠のいのちが与えられ、そして、この地上の人生が良いものに変わる。苦しみはあるが、それも最善に変わっていく。耐えられない試練を神は与えない。こうした福音は、時代の知恵ではありません。どんなにあなたが「ああ、こんなまっすぐな伝道じゃ信じないだろうな」と思っても、伝道はまっすぐされるのが一番だと思います。シンプルな生野菜のサラダも、ものすごく栄養があり、そして、ものすごくおいしいものですよ。
 

コリント人への手紙 第一 3章	2024年5月10日 金曜日
 
私が植えて、アポロが水を注ぎました。しかし、成長させたのは神です。ですから、大切なのは、植える者でも水を注ぐ者でもなく、成長させてくださる神です。
コリント人への手紙 第一　3章6,7節
 
Zoomでの会議が増えたコロナ禍の時期、背景にグリーンがあるとすてきだなと思い、いくつかの観葉植物を育てるようになりました。その中で、モンステラはその名のごとくモンスターとなり、巨大になって困りましたが、サボテンさんは小さなままでした。私はどうやら植物に対して過保護なようで、水の加減がよくわからず、危うく根腐れさせるところだったことが何度かありましたから、サボテンも根腐れしていないかと匂いを嗅ごうと鼻を近づけ、鼻にトゲがささるという失態をおかしたのでした。
さて、今日の聖書は、救われた人を教会に植えるパウロと、その教会に集う人たちを聖書のことばと正しい神学で養い育てる水やり担当のアポロが、この教会にいたことが書かれています。ところが、コリント教会はどうしたことか、「私はパウロ派」「私はパウロは嫌。アポロ派だから」などと、クリスチャンなのか何なのかわからないセリフを平気で言うようになってしまっていたのでした。パウロは、目を覚ましなさい、とばかりに、「大切なのは、……成長させてくださる神です」と教え直します。
皆さんは、洗礼を受けてから今まで、毎日信仰が成長しています。聖霊なる神様はあなたに、昨日知らなかったことを教え、昨日の背丈よりもクリスチャンとしての成長を与えてくださっています。それは、みことばを蒔き、植木に水をやり続ける私のように、継続して水やりをしてくださる先生方の影響ではあるのですが、しかし、あなたを成長させたのは神様。料理を作ってくれた方に感謝と敬意は払っても、あなたが健康でいられるようにいのちを与えているのは神様であるように、種蒔き、水やりをされる牧師や献身者たちに感謝しつつ、しかし、神様が教会とクリスチャンを健康にし、成長させ、いのちを与えているのだと、今日、もう一度思い出しましょう。教会が生きている、それは人ではなく、神のみわざなのです。
 

コリント人への手紙 第一 4章	2024年5月11日 土曜日
 
中傷されては、優しいことばをかけています。
コリント人への手紙 第一　4章13節
 
一麦教会を創設された松原和人先生は、よく「もうひとくわ」というお話をされたそうです。戦時中、防空壕を掘るとき、息も絶え絶え、もう無理だと何度も思うその中で、「いや、もうひとくわ」と自らを励まし、掘り進めていったことから、信仰でも、もうだめだと思うときに「もうひとくわ」と励ましを得ることが大切だ、と教えられたそうです。
私たちクリスチャンは、この世界にインパクトを与える存在として、神様に選ばれ、救われました。世の光として明るさに変化を、地の塩として味に変化を与える存在、違いをもたらす者、それがクリスチャンなのです。そのインパクトは、ことばは少し怖いですが、「攻撃」と受け取ってよいものと思います。その攻撃で私たちは、世界にキリストの愛のインパクトを打ち込んでいくのです。
今日の聖書の箇所では、私たちが生活の中で受ける「中傷」について書かれています。クリスチャンであるなしは関係なく、この世界では時々、いわれのない中傷や意地悪にあい、深く傷つくことがあります。そんなとき、私たちクリスチャンは十字架の痛みを耐えられた主を思い、グッと黙って耐え忍ぶのですが、それでは「防戦」一方で、「攻撃」にはなりません。では、世と悪魔に対するクリスチャンの攻撃とは、いったいどんなものでしょう。手厳しい仕返しでスカッとすることでしょうか。
いいえ、「中傷されては、優しいことばをかけています。」これが世の中を変えるクリスチャンの一手です。普通、中傷に対しては怒りや暴言、陰湿な仕返しをするところ、世の中にあって世のものではない私たちクリスチャンは、あなたに対して中傷をしたくなるほど心がすさんだその方、中傷が日常となるほどに親からの精神的虐待を受けたであろうその方を、心からかわいそうに思い、「優しいことばをかけてい」くのです。そうするとき、世は音を立てて形を変え、サタンは叫びながら逃げ出していきます。大変ですか？ええ。とても大変なことです。でも、「もうひとくわ」。我慢の防衛だけではなく、やさしいことばの一手を加えていきましょう。
 

コリント人への手紙 第一 5章	2024年5月12日 日曜日
 
わずかなパン種が、こねた粉全体をふくらませることを、あなたがたは知らないのですか。新しいこねた粉のままでいられるように、古いパン種をすっかり取り除きなさい。あなたがたは種なしパンなのですから。
コリント人への手紙 第一　5章6,7節
 
恥ずかしながら、私はイーストとベーキングパウダーの違いがよくわからないまま大人になりました。よく考えればわかるのですが、イーストは菌で発酵させて生地をふくらませ、ベーキングパウダーは化学反応で生地をふくらませるのだそうです。
この箇所で語られる「パン種」は、イースト菌のことです。通常のパンはふっくらと膨らむやわらかいパンですが、イーストが入らない「種なしパン」はクラッカーのようなものです。そして、クリスチャンであるあなたは本来、イーストの影響を受けない「種なしパン」のようなもの。だから、神様に敵対する世の考え方や罪の誘惑、習慣を取り除いて、本来のクリスチャンのあなたの姿でありなさい、というのがこの箇所の教えです。
聖書は、その世の罪がイーストとそっくりだと教えます。パン生地に入れるイーストは小さじちょっと。それなのに、ただの水を含んだ小麦粉のかたまりが、いつの間にか以前の面影もないくらいに大きくふくらんでいきます。それと同じように、罪を悔い改めたはずのクリスチャンが、このくらいはいいか、と罪や世の中の考えを許容していきますと、だんだんと、しかし、いつの間にか取り返しがつかないほどに、以前のクリスチャンのあなたの姿とは見分けがつかないほどに、形を変えてしまうのです。「わずかなパン種が、こねた粉全体をふくらませることを、あなたがたは知らないのですか。」そう神様は語ってくださっています。本当のあなたはすてきなクリスチャンなのですから、「古いパン種をすっかり取り除きなさい。」これが、私たちの生き方でありましょう。どれだけ私たちの肉の性質が喜んでも、神様に喜ばれない罪はいけません。今日から、取り除いて、主よ助けてくださいと祈り、歩んでまいりましょう。
 

コリント人への手紙 第一 6章	2024年5月13日 月曜日
 
淫らな行いを避けなさい。人が犯す罪はすべて、からだの外のものです。しかし、淫らなことを行う者は、自分のからだに対して罪を犯すのです。
コリント人への手紙 第一　6章18節
 
あなたも罪人です、と教会が語るとき、「私は犯罪者じゃない」と考える方がおられるかもしれません。罪とは、犯罪を犯したかどうかではなく、神様の御旨に逆らったかどうかなのです。心の中の罪、人間関係の罪、法を犯す社会的な罪、ことばで人を傷つける罪、いろいろな罪がありますが、からだの罪、これを今日のみことばは教えてくれています。
男女が互いに触れてはならないのではありません。しかし、その触れ合いは、結婚の契約の中でだけ与えられている主からの賜物です。そうではない淫らな行為はなんとしても避け、遠ざけなくてはなりません。不品行は当たり前で良いことなのだ、そうした間違った教えが、この時代、爆撃のように私たちの思考を攻撃し続けます。明日も明後日も攻撃がやむことはないでしょう。それで絶望、失敗、敗北を覚えるクリスチャンがどれだけおられるでしょうか。だけど、あきらめてはなりません。一緒に立ち上がりましょう。私たちは聖なる民、神の特別な人々です。不品行はからだの罪。あなたのたましいだけでなく、からだも、人生も壊してしまう破壊力の強い罪ですから、ピンの抜けた手榴弾を窓の外へと捨てるように、早く人生から捨ててしまいましょう。それが、私たちの悔い改めなのです。
でも、やめろ、捨てろ、止めろ、離れろでは、防戦一方、こんな耐えるだけのつらい戦い方はありません。続く節は教えます。「自分のからだをもって神の栄光を現しなさい。」（19,20節）誘惑から逃げるばかりでなく、攻撃してしまいましょう。淫らな行いではない、主への最高の行いで、人生を塗り替えてしまうのです。奉仕もいい。賛美もいい。伝道もいい。主のための芸術もいい。創造主をたたえる旅も、写真もいいでしょう。
あなたは神様に救われた、あなたの人生で最高の自分になったのです。あなたは神様に愛されている、大切な神の子です。自分を低く見積もって、汚れたものがついてもいいと思うべきではありません。信じるのです。あなたはとっても高級で、高貴で、高価で、尊い、最高傑作で、どんなに落ち込むときも、不品行で汚してはならない、最高、最高、最高の人！自分自身をきよめた、その積極的で新しい人生を続けていきましょう。
 

コリント人への手紙 第一 7章	2024年5月14日 火曜日
 
時は短くなっています。
コリント人への手紙 第一　7章29節
 
今は24秒ルールになりましたが、私がバスケットボールをしていたころ、30秒ルールというものがありました。ボールを持って攻撃をしているチームは、30秒という限られた時間内に必ずシュートを打たないといけないというものです。もしも30秒を超えてシュートを打たないでいると、反則となり、ボールは審判に取り上げられて、相手チームの攻撃になってしまうのです。それで、30秒が近づいてくると、味方のベンチから「あと5秒！」「ラスト3秒！」などというように、声をかけて知らせることがよく行われていました。それを聞いて、攻撃チームはハッとして真剣にゴールを狙いに行くのです。
「時は短くなっています。」このみことばは、神様チームから、地上に生きる私たちクリスチャンへのその声がけです。攻撃チームである教会よ、ハッとしようではありませんか。時間切れになれば、シュートを打てずに終わるバスケットボールのチームのように、本来すべきであったこと、本来神様のためにしたかったことができないまま、ボールを取り上げられてしまいます。「時は短くなっています。」
もう十何年も前のこと、ある敬愛する牧師先生と一緒に、講師接待のレストランの列に並んでいたときでした。その先生が50歳になられたころだったと思います。先生が、「これまでは一生懸命、主のためにしたいことはしないようにして、伝統を守ったり、ほかの先生の言うことだけを聞いたりしてきた。でもね、古田先生、もうそろそろ、自分のしたいことをしてみてもいいと思うんだ。」とおっしゃったのを、胸が締めつけられるような思いで聞いたのを覚えています。その年齢に近づく私ですが、私も、私のしたいことを思わされます。それは、教会の皆さん、そして日本に住んでおられる方々を、聖書から、もっと、いろいろな手段を用いて、思い切り励ましたいということです。
「時は短くなっています。」真剣にゴールを狙いにいきましょう。あなたが、唯一まことの神、あなたを愛して救ってくださった方であられる主イエス・キリスト様のために、したかったことは何でしょう。あなたが本当の本当にしたかったことは。
 

コリント人への手紙 第一 8章	2024年5月15日 水曜日
 
自分は何かを知っていると思う人がいたら、その人は、知るべきほどのことをまだ知らないのです。
コリント人への手紙 第一　8章2節
 
神学校で説教学を教えてくださった先生のことばに、「どんなに有名な聖書の箇所であっても、絶対に『皆さんよくご存じの箇所かとは思いますが』と言ってはいけません」というものがありました。その理由は、まずひとつには、聖書は教科書とは違い、毎回、新鮮に神様が語りかけてくださるものだから、「よく知っている」ということはないということ。そしてもうひとつ、人というものは「よくご存じ」と言われた瞬間に、「もうわかった」と錯覚して、耳が閉じてしまうものだから、というものでした。聖書は「あなたが何かを知っていると思うなら、あなたは、知るべきほどのことをまだよくわかってない」とまっすぐに伝えます。あなたはまだ「よくご存じ」ではない、と。
私を教えてくださった別の牧師先生は、ゴルフのタイガー・ウッズ選手のことを「知ってるか、タイガーは全盛期、優勝した試合のその日、世界のトップとなった日の午後、すぐに練習をしていたんだぞ。」とよく私にお話しくださいました。それはつまり、私に、ちょっとご奉仕をしたからといって調子に乗るな、とおっしゃったのでした。
私たちも、どんなことであっても、もっと上達したい、もっとよくなりたいと思ったら、「私はまだこれからだ」と思わなければ成長はありません。私はこんなにすごい、と思えば、そこから上はなくなってしまいます。とはいえ、「私はまだ知らない」これを口にするのは難しいかもしれません。しかし、この謙虚さこそが、あなたを成長させていくのです。山登りは頂上からの景色を楽しみにするもの。登っている自分はえらい、もうここまで登った自分はすごい、と思うためのものではありません。私にもまだ伸びしろがある、そう思って、謙虚に歩んでまいりましょう。
 

コリント人への手紙 第一 9章	2024年5月16日 木曜日
 
すべての人に、すべてのものとなりました。何とかして、何人かでも救うためです。私は福音のためにあらゆることをしています。私も福音の恵みをともに受ける者となるためです。
コリント人への手紙 第一　9章22,23節
 
「私、何のために生まれてきたの。何のために生きているの。」若い人たちがこうした悩みを持って苦しんでいるのを聞くと、私まで胸が苦しくなります。人は動物やロボットとは違い、生きる目的がないとつらくて仕方がなくなる、たましいを持った存在ですから、生きがいがどうしても必要になります。私たちは、人間の目的は「神の栄光を現し、永遠にそれを楽しむこと」だと頭ではわかっていますが、でも、「栄光って何？」と思ったことはありませんか。具体的にはどう生きればいいのでしょう。
パウロは「私は福音のためにあらゆることをしています」と語ります。それは、イエス様の福音を宣べ伝えて、「何とかして、何人かでも救うため」でした。神の栄光を現すこととは、つまり、「イエス様のことを何とかして伝えて、その中からイエス様を信じて洗礼を受け、救われる方を起こす」ということなのです。ええ、私たちが救われる方を起こすのではない、というのはわかっています。でも、伝道し、「何とかして」工夫して、試行錯誤して、真剣にトライして、人を洗礼に導くのは、私たちなのです。
福音を宣べ伝える、それは「宣伝する」ということです。イエス様宣伝、それが私たちクリスチャンと教会の生きる目的なのです。あなたはそのために救われたのです。世の中の宣伝にも、テレビ、映画、ドラマ、チラシ、BGM、CM、ニュース、口コミ、SNS、ショー、舞台、会話、電話と様々あるように、福音宣伝もいろいろです。ビリー・グラハム大会のような大衆伝道だけが宣教ではありません。
鏡を見て、自信のなさそうな表情が浮かんでいるなら、わかります。私も、私たちの教会の愛する宣教師ご夫妻のような伝道はできません。でも、私にしかできないことがあります。あなたも人とは違うでしょう。まったく同じである必要なんてありません。あなたには、あなたにしかできない伝道方法があると信じてください。そして、思い出すのです。私たちクリスチャンの生きる目的、それは「何とかして、何人かでも救う」こと。直接の伝道でも、教会に誘うことでも、イエス様のことを宣伝することでも、世界のキリスト教会のイメージを上げることでもいい、何かをして、これからを生きていきましょう。
 

コリント人への手紙 第一 10章	2024年5月17日 金曜日
 
偶像礼拝を避けなさい。
コリント人への手紙 第一　10章14節
 
「苦手な人の対処法」という記事を見つけました。牧師として使うことはほとんどない情報でしょうけれど、「とにかく関わらない、誘いは断る、物理的に距離を取る、好かれないようにする、曖昧な返事はしない、目を合わせない、なるべく同調しない……」など、なるほどねぇと思うようなことばが並べられていました。苦手な人を避けるのは、牧師としては簡単におすすめできませんが、あなたを利用して搾取しようとする相手に対しては、この対処法は良いかもしれません。
今日の聖書の箇所は「偶像礼拝を避けなさい」です。私たち人間は本来、創造主である神様を礼拝するためにデザインされていますから、神賛美をするときに、そのデザインされたものが機能して、良い影響を発揮して生きることができるようになります。ところが、偶像礼拝は、その神礼拝の劣化コピーどころか、模造品、いえ、偽造品、偽ブランドです。この偽物を礼拝しても、人のたましいは満足しないどころか、悪霊の影響が心と思考に入り、悪を思い浮かべるようになり、罪を実行しなければ落ち着かなくなります。その行為がやがて習慣に、習慣が人生そのものになって、私たちは不幸せに陥ってしまいます。
そうした結果を刈り取らないために大切なこと、それは、「偶像礼拝を避け」ることです。べつに、偶像を飾るインドカレー屋さんに入るなということではありません。また、他宗教の方と関わってはいけないのでもありませんし、他宗教と戦う必要も、見下す必要もありません。宗教論争はもってのほか。それは悪い結果を刈り取るだけですから。ただ、クリスチャンは、偶像を礼拝する行為とは「関わらない、誘いは断る、物理的に距離を取る、曖昧な返事はしない、同調しない」こんなふうに距離を置くことが大切なのです。
仏式のご葬儀はどうしましょう。私は仏式の葬儀にも心を込めて、ひとりのキリスト教徒として参加します。しかし、その際は——簡単ではないのはよくわかりますが——仏やご遺体への祈祷にあたる焼香は、あなたが持っている最高の礼儀を尽くして避け、それ以外のことで心からの礼儀と配慮、敬意と最善を尽くして、ご遺族のためにクリスチャンとして参列することをおすすめしています。悩んだら、牧師にご相談ください。さばきませんから大丈夫です。主に一緒にお祈りをいたしましょう。
 

コリント人への手紙 第一 11章	2024年5月18日土曜日
 
というのも、食事のとき、それぞれが我先にと自分の食事をするので、空腹な者もいれば、酔っている者もいるという始末だからです。
コリント人への手紙 第一　11章21節
 
ある牧師先生の説教を聞かせていただきました。その先生は昔、高校生の集会では必ずテーブルマナーを教えておられたそうです。とある夕食で、先生があるテーブルの子たちを集めて、厳しくご注意をされたことがありました。それは、食器の使い方を間違えたからではありません。そのテーブルに座る男子学生の一人が、与えられた責任で呼ばれ席を外している間に、ほかの生徒たちがおいしいメイン料理を彼の分まですべて平らげてしまったからでした。先生が食事のマナーとして特に大切にされたのは、テーブルにいない人の分を取っておくことや、自分の好きなものを、ほかの人の分量を考えず我先にと取る卑しさをとがめることだったのです。
コリント教会は、貧富の差が激しい教会でした。裕福な信者は働く必要なく生活ができますから、好きな時間に集会に集まることができ、逆に生活に困窮している信者は、その日の仕事を終えなければ集会に集まることができない状況にありました。そんな中で、裕福な信者が先に来て、愛餐用の食事をいつも平らげてしまうという問題が起きていたのです。それは、罪ある人間のどうしようもない姿なのかもしれませんが、キリストの愛に生きる教会としては、あってはならない状態だったのです。
冒頭の先生は、マナーと品性に欠けた行動を取った男子たちに、こう続けられました。いない人の分を取っておいたり、一人で好きなものを平らげたりしない、そのためには「周りの人のお皿の状態を見ること」、それが肝心なのだ。そして、自分の皿が空であることを考えるのではなく、周りの人のお皿はどうだろうかと考えること、それがマナーを心得た人間の姿なのだ、と。
さあ、クリスチャン。目を上げて、ほかの人のお皿を見ましょう。確認しましょう。その人のお皿には食事が入っているでしょうか。
 

コリント人への手紙 第一 12章	2024年5月19日日曜日
 
あなたがたは、よりすぐれた賜物を熱心に求めなさい。私は今、はるかにまさる道を示しましょう。
コリント人への手紙 第一　12章31節
 
「あの人の賜物はすごい」「私には賜物がないなぁ」そんなふうにあなたが言うときの「賜物」とは、いったいどんな賜物のことを指して言っていますか。それは、不思議なことばを話すことでしょうか。教会の講壇に立ったり、スポットライトが当たる中でマイクを持って話したりすることでしょうか。それとも、この人が歌うと、だれもがイエス様のことを思い出して泣いてしまう、そんな賛美の賜物でしょうか。
私たちは、聖霊と聞くと不思議を、賜物と聞くとステージや集会などの非日常を思い浮かべます。なるほど、そうした賜物は存在します。しかし、パウロは「あなたがたは、よりすぐれた賜物を熱心に求めなさい」と言うのです。不思議な賜物よりももっとすぐれた賜物とはいったい、どれだけ強力なやつを私たちクリスチャンは手にしなければいけないのでしょう。昔アニメで見た、ものすごい光がレーザービームのように出るやつ、あれをいつでもどこでも出せるようにしろ、とでも言われているのでしょうか。パウロは言います。「私は今、はるかにまさる道を示しましょう。」今、これから示すから、パウロはそう言って、その強力なやつを私たちに教えるのです。
さあ、それはいったいどんな賜物なのでしょうか。パウロはこの次のみことばから第一コリント13章を始めます。それは、「愛の章」と呼ばれる箇所です。異言よりも、癒しよりも、悪霊追い出しよりも、はるかにすぐれた最高の賜物、それは「愛」なのです。それも、礼拝や伝道集会の中でだけ現れる非日常の聖霊の賜物ではなく、朝起きたとき、おうちのゴミ出しのとき、牛乳と卵を買いに行くとき、泣いている我が子と同じ目の高さにかがむとき、高齢者を前にした地下鉄の座席、自分のことばかり話す同僚に耳を傾けるカフェ、お母さんにかける一本の電話。あたりまえの日常の中で現される聖霊の賜物、よりすぐれた、はるかにまさる道、それが愛なのです。
激しくて派手な賜物、私は嫌いなわけではありません。でも、人に見せないと意味がなく、見られて初めて意味がある賜物よりも、愛が大事でしょう。「異言ならやみます。知識ならすたれます。」でも「愛は決して絶えることがありません。」（13:8）私は、一麦教会が、人に見られていないところで愛にあふれているところが大好きです。わざとらしい愛ではなく、そっけないのに、本当は愛している、それが大好きなのです。
 

コリント人への手紙 第一 13章	2024年5月20日月曜日
 
今、私たちは鏡にぼんやり映るものを見ていますが、そのときには顔と顔を合わせて見ることになります。今、私は一部分しか知りませんが、そのときには、私が完全に知られているのと同じように、私も完全に知ることになります。
コリント人への手紙 第一　13章12節
 
あるクリスチャンの方が教会を訪ねてくださり、ゆっくりとお話をする中で、「愛」という文字のついた名前の娘さんのお話になりました。お話を終えて、私がお祈りをささげたとき、「愛は寛容であり、愛は親切です。また人をねたみません。愛は自慢せず、高慢になりません……」と祈りました。祈りを終えて、その方が言われたひとことが忘れられません。「先生、そのみことばは、私の娘そのものです。」
愛の定義を覚えたら、愛の人になるのではありません。愛は、机の上で一所懸命勉強して身につけるものでもない。また、人がいるときを見計らって、これみよがしにすることも愛ではないでしょう。愛とは、「私の娘そのものです」と言われたように、その人の姿そのものなのです。
では、愛の人となるにはどうすればよいのでしょう。定義を覚えてもダメ、勉強をしたってダメ、思いついたときだけやってみてもそれは違うとなれば、方法はひとつ、この姿に出会っていくことなのです。その娘さんがご両親から愛されて愛の人と育ち、また、そのご両親もその娘さんからのご愛に触れて愛をさらに知っていかれたように、私たちも、「顔と顔を合わせて見る」とある、イエス様との人格的な交わりを通して、姿が変わっていくのです。
ずっとずっと前のある日、私がお祈りをささげていたとき、やがて願いの祈りとなりました。短い願いを主にお伝えしたのですが、声なき声で「それから？」というおことばを聞きました。最初はよくわからなかったのですが、私の短い願いに、主が「それから？」と聞いてくださっていることに気づいたのでした。願いごとをする私を見下さず、私が本当は何を願っているのか、引き出そうとしてくださる主。私はその「それから？」を聞いて、主の優しさに大泣きしてしまいました。そして、私も子どもたちに、「それから？」と聞ける人に少し成長できたのでした。
キリストを信じたあなたにも、この愛が始まっています。そしてこれからも、イエス様のお姿を通して、もっと成長していくことができるのです。
 

コリント人への手紙 第一 14章	2024年5月21日火曜日
 
また、ラッパがはっきりしない音を出したら、だれが戦いの準備をするでしょう。同じようにあなたがたも、舌で明瞭なことばを語らなければ、話していることをどうして分かってもらえるでしょうか。空気に向かって話していることになります。
コリント人への手紙 第一　14章8,9節
 
母がクリスチャンになったころのことをときどき思い返します。まったくの異教の文化からイエス様に救われた母は、それは熱心に聖書に向き合い、教会に通いました（今もあまり変わりませんが）。ところが、あまりに聖書のみことばに没頭しすぎて、外出先から帰宅するなり、「もう、お母さん、今日、憤っちゃった！」などと、ときどき「聖書語」で話すことがあり、「次はほふるのかな」と、私はよく笑い話にしたものです。
こうした家族内の笑い話で済むならばよいのですが、コリント教会では冗談では済まない出来事が起きていました。クリスチャン個人に成長を与える（4節）聖霊の賜物で、「異言」と呼ばれる、よくわからないことばで神様とのつながりを喜ぶ人々が増えていたのです。異言は悪ではありません。パウロは「あなたがたがみな異言で語ることを願います」と言い、悪い現象ではないことを語っています。しかし、この賜物はクリスチャン全員が受けるものではなく（12:30）、また知性による（14:15）通常の言語ではなく、極めて感情的な状態でなされる祈りであり、何を言っているのかわからないので（2節,8節-）、見聞きしたことのない人や未信者は違和感や不安感を受けるものでした(23節)。それで、異言の賜物を禁じてはいけないが、公の集会においては異言で話さないようにと、聖書は教えているのです。
では、教会では何を話すのかというと、きちんとしたことばで話すほうが何千倍もよいと聖書は語ります。それは、「異言で語る人は自らを成長させますが、預言する人は教会を成長させ」（4節）るからです。人に違和感を感じさせる異言、それは「自分のため」であって、「だれかのため」ではないのです。
これは異言に限りません。自分たちだけが分かることばで気分がよくなっても、周りの人が分からないのであれば、それは周りの人を成長させません。「聖書語」「クリスチャン用語」なんてものがあるかは分かりませんが、キリスト教専門用語は悪くありません。それでクリスチャン同士が会話をするのも問題ないことです。しかし同時に、だれかのために生きるのが私たちクリスチャンです。教会外の方々にもわかることばで福音を届けていくことができる、成熟したクリスチャンであれたらと思います。主よ、私たちを祝し、助けてください。
 

コリント人への手紙 第一 15章	2024年5月22日水曜日
 
ところが、神の恵みによって、私は今の私になりました。
コリント人への手紙 第一　15章10節
 
英語で「セルフメイド・パーソン」ということばがあります。家族の力やだれかのコネクションで出世したのではなく、「セルフメイド」ですから、自分の努力で高みへとのぼりつめた人のことを指す、日本語に訳せば「たたき上げ」があてはまることばです。これを読んでおられる方の中にも、逆風の中、すねたりくじけたりせず、弟子入りをしたり、下積みをしたりして仕事を覚え、実力をつけてきたという方がおられるかもしれません。
パウロの生涯を振り返って、彼が続けた努力や苦労を考えると、なるほど「セルフメイド・マン」と呼んでもおかしくないほどです。ところが、パウロは自分はそうではないと言います。自分は「セルフメイド」ではなく、「神の恵みによって、私は今の私になりました」と言うのです。「ほかのすべての使徒たちよりも多く働」(10節)いたのも、神が私に恵んでくれたからだったと。
私たちは、自分が何かを実行した、時間を管理して頑張った、勉強した、学位を修めた、起業した、リスクを恐れなかった、忍耐した、生活を整えた、助けを自分で探した、どこかでそんなふうに考えてしまいやすいもの。でも、「私は確かに助けられたけど、その助けを探したのは自分だもん」とは、なんと自分本位で偏ったものの考え方でしょうか。人生の時間も、知性も、精神力も、これまでのあなたに与えられたすべてのチャンスも、私たちが仕入れたものではなく、材料はすべて、神様からあなたの人生の玄関に届けられていたというのに。
小説『ルーツ』を書いたアレックス・ヘイリーの仕事部屋には、不思議な絵が飾ってあったそうです。それは、1匹の亀がフェンスの柱の上で表裏逆さまになっているものでした。「これは何ですか？」と聞かれると、ヘイリーはこう答えたそうです。「柱を登ることもできなければ、その上でひっくり返ることもできない亀が柱に乗るには、だれかが亀を持ち上げて、柱の上に逆さまに置かなければならない。つまり、だれかの助けがなければ起きないことだ。私は、すばらしい作品が書けたり、高評価を受けたりすると、高慢になりやすい者だから。」そうならないようにするための自戒の絵だったのでした。私たちも「セルフメイド」ではありません。今の自分は、ひとりではあり得なかった。私は神様の助けによって恵まれて今がある。高慢になりそうになったら、このことを思い出し、謙遜に受け止めましょう。
 

コリント人への手紙 第一 16章	2024年5月23日木曜日
 
すべての兄弟たちが、あなたがたによろしくと言っています。
コリント人への手紙 第一　16章20節
 
この箇所を読みながら、中野雄一郎先生を思いました。先生は東京から大阪に向かう途中、名古屋を通り過ぎると、私を思い出して、新幹線から「なーかのでーす！今回は名古屋には行けないよ。奥さんやお子さんたちは元気？」とやさしいお電話をくださることがあります。私に連絡をくださる先生方は「礼拝堂を使わせてください」「これをやっておいてください」と、ご用事があって電話をくださることが多い中、中野先生は用事があるからでも、頼みごとがあるからでもなく、何の利己的な目的なくお電話をくださるのです。きっと先生は、私だけでなく、日本中、いや世界中の牧師たちを心にかけてそうされているのだと思いますが、なんというご愛でしょうか。
今日の箇所は「すべての兄弟たちが、あなたがたによろしくと言っています」ですが、ある記事の中で、「この『よろしく』は、文語訳聖書では『安否を問ふ』と記されています」と書かれているのを読んだことがあります。「安否を問ふ」、それは、「奥さんやお子さんたちは元気？」このひとことです。これを聞く私の心が、「ああ、先輩の心に留めていただいている。祈られているんだ。」と慰められるように、私たちがだれかのことを気にかけて、その安否を問うとき、そのひとことはだれかの慰め、明日を生きる力へと変えられるのです。
私たちクリスチャンも、ときどき、生活する中で、お祈りをする中で、聖霊様のお働きにより、ふとだれかのことを強く思わされたり、連絡を取るように示されたりする、不思議なことがあります。もし、そうしたことがあなたにもあったなら、何の用事やお願いもせず、ただ「元気？ただ、気になったから。」というひとこととともに、「安否を問ふ」を実行してみてはいかがでしょう。
「ですから、人からしてもらいたいことは何でも、あなたがたも同じように人にしなさい。」（マタイ7:12）
 

コリント人への手紙 第二 1章	2024年5月24日 金曜日
 
神は、どのような苦しみのときにも、私たちを慰めてくださいます。それで私たちも、自分たちが神から受ける慰めによって、あらゆる苦しみの中にある人たちを慰めることができます。
コリント人への手紙 第二　1章4節
 
「わかるよ。つらいよね。」このひとことが、どれだけ私たちの慰めとなることでしょう。この苦しみは私だけじゃない。この苦しみは私のせいじゃない。そう思えるだけで、状況は変わらなくても、心の重荷を下ろすことができるものです。でも、たとえばあなたが妊娠中で、ご主人にそのつわりの大変さをお話ししたとして、ご主人が新聞を読みながら「うん、わかるよ。つらいよね。」などと言ったら、あなたはどういう気持ちになるでしょう。苦しみを知らない人から受ける慰めは、それ自体が苦しみを重ねることになりかねません。慰めというのは、神様が聖書やメッセージから語るか、あるいは同じような苦しみを通った人がそばにいてくれることから与えられるものだからです。
聖書は、神様は「どのような苦しみのときにも、私たちを慰めてくださ」ると言います。その方法は、今申し上げたように、聖書であったり、説教であったりしますが、ほかにも、教会であったり、クリスチャンであったり、読み物であったりもします。あるいは、わかりやすいあからさまな慰めでなく、無愛想な友人がただ一緒にいてくれることかもしれません。あたりまえに思えるものも不思議なものも、神様はそうしたあらゆる方法を通して、お慰めを私たちに注いでくださるのです。
さて、その慰めは、しかし、あなたで止まるものではない、聖書はそう教えます。かつて、お子さんを事故で失った牧師がいました。先生が弔問客から受ける慰めの中で「大丈夫、もう一人与えられるよ。」という心無いことばが一番つらく、苦しかったそうです。しかし、その中で、見知らぬ人でしたが、ただ何も言わず泣いて手を取り、それだけで帰って行かれたご夫妻がいたそうです。そして、その方が一番の慰めとなったのでした。あとでどなただったのかを調べると、やはり牧師だったのですが、同じように自分のお子さんを事故で亡くされた先生だったのでした。
苦しみを通り、時間をかけて慰めを受け癒された方はいらっしゃるでしょうか。あなたには、「自分たちが神から受ける慰めによって、あらゆる苦しみの中にある人たちを慰めることができます」とあるように、「わかる。それはつらいことだ。」とお伝えできる、慰めの資格と力が与えられているのです。
 

コリント人への手紙 第二 2章	2024年5月25日 土曜日
 
私たちはサタンの策略を知らないわけではありません。
コリント人への手紙 第二　2章11節
 
数十年前、イスラエルを取り囲んで、周囲の国が一斉に攻撃したことがありました。その戦争では、武器も兵力も圧倒的にイスラエルが少なく、勝負は目に見えていました。しかし不思議なことに、相手国側はイスラエルに致命傷を与えられないのに対し、イスラエル側は相手の位置を正確に把握し、的確に相手を打ち負かしていき、あっという間にイスラエルの勝利が決まったのでした。それは、軍備が優れていたわけではなく、情報力の差のゆえでした。イスラエルは相手の位置も作戦も、すべてを把握していたのです。
聖書は、私たちクリスチャンもサタンの策略を把握していると教えますが、でも、「いや、知りませんよ」なんていう声も聞こえてきそうです。私が若かったころは、オカルトのようなものに興味を持たないようにという配慮からでしょうか、悪魔、悪霊について知る必要はないと言われたことがありました。それで私は長年にわたりサタンについて何も知らず、結果、サタンの策略などまったく知らないクリスチャンとして生きることになりました。悪魔が何ができないのかを知ることができれば、さらに平安で健康な霊性を持つことができたかな、と思っています。
悪魔は全知全能ではありません。あなたのことを何でも知ってはいないし、何でもできるわけではありません。遍在でもないので、移動はできても、どこにでもいるということはできないのです。そしてなにより、サタンは神様の許可した範囲の活動しかできません。それで、することはいつもだいたい同じ繰り返しです。
しかし、この制限の中で、サタンは目的を持っています。それは、教会を破壊し、イエス様についての評判を下げて、救われる人が起こされないようにすることです。さらに、神の計画を邪魔して、竜であるサタン、獣である偶像、悪霊に憑かれた偽教師の、汚れた三位一体をもって、地球上で神に成り代わりたいと願っているのです。そのために、策略を立てて、「偽りの父」（ヨハネ8:44）として嘘をつきながら、「盗んだり、殺したり、滅ぼしたり」（ヨハネ10:10）する活動を続け、キリスト教を破壊しようとしていきます。
クリスチャン、イエス様を信頼し、剣である聖書を読みましょう。悪魔論に熱心になる必要はありません。ただ聖書的で正しい教えを説教から聞いていてください。そうすれば、情報戦で的確に勝利を繰り返し、平安で喜びに満ちた私たちであり続けられますから。
 

コリント人への手紙 第二 3章	2024年5月26日 日曜日
 
しかし、人が主に立ち返るなら、いつでもその覆いは除かれます。
コリント人への手紙 第二　3章16節
 
ブラジル人の方々の教団の聖会でご奉仕をさせていただくことがありますが、さすがブラジル、聖会にもコーヒーとサッカーが必ず用意されています。その中でおもしろいゲームを経験しました。とんがり帽子のような、三角すいの色とりどりのコーン、これの広い方の穴を参加者が顔に当てるのです。そうすると、皆、先っぽの小さな穴からしか景色が見えません。その狭くなった視野に、ポーンとサッカーボールが投げ入れられ、コーンの先の小さな穴からしか世界が見えない選手たちが、へっぴり腰でサッカーを始めます。とても滑稽ですが、参加者は真剣そのもの。ぶつかりあい、変な方向へドリブルし始め、ありとあらゆる方向に走っていきます。ゲームを終え、そのコーンを顔から外したときの、皆さんのすっきりした顔と言ったらありません。見えなかった世界が見えるようになるのですから！
この箇所は、イエス様を信じないならば、コーンの先の小さな視界どころか、顔の前にカバーをかけられた状態なのだと教えるところです。旧約聖書イザヤ書53章のイエス様の受難の預言は、どう読んでもイエス様のことなのに、なぜかユダヤ人は読まないようにしていると聞いたことがあります。そして、ユダヤ教の聖書註解では、イザヤ53章は「いったいだれのことを指しているのか不明」と書いてありました。しかし、イエス様を信じるなら、「人が主に立ち返るなら、いつでもその覆いは除かれ」るのです。
イエス様を信じる前、また、イエス様から離れてしまっているときの「覆い」がかけられた状態は、見ようとしても見えず、分かろうとしても分からないものです。そして、私たちはその視野の狭さに慣れてしまい、それが普通だと思い込んでしまいやすいものです。さあ、主に立ち返りましょう。真剣になって自分が罪人であることを認め、真剣になってイエス様の完全なゆるしを信じ、真剣になって聖霊の不思議な体験を味わい、真剣になって礼拝に向き合ってまいりましょう。すると、曇りは晴れ、霊的に見えなかったものが見え、主のご計画の何もかもがわかるようになります。そのとき私たちは、冒頭のサッカーの試合を終えた方々のような、晴れやかな顔でこう言うことでしょう。「世界が変わって見える！」と。
 
 

コリント人への手紙 第二 4章	2024年5月27日 月曜日
 
ですから、私たちは落胆しません。たとえ私たちの外なる人は衰えても、内なる人は日々新たにされています。
コリント人への手紙 第二　4章16節
 
先生はまだまだお若いですよ、と思う方もいるかもしれませんが、私もこの年齢になって、少しだけ身体の衰えを意識するようになってきました。スマホの小さい字が読みづらいときがあり、からだの脂肪もすぐには落ちなくなり、どうやら白髪もちらほら出てきました。そこで、神学でこの変化を受け止めようと、「中年危機」と呼ばれる変化について牧師が書いた本を読むのですが、あまりにズバズバとものを言われるので、嫌になって途中で読むのをやめてしまいました。なんともしようがない自分を発見しています。
外なる人が衰える、これはなんともできません。多少遅らせることはできても、逆行させたり、昔に戻したりすることはできないのです。ですから、その流れに上手に乗っていくことが大切なのに、冒頭の私のように、はぁ、とため息をついてしまうこと、皆さんもあるのではないでしょうか。
ところが、聖書は「私たちは落胆しません」と言うのです。だから古田大展よ、お前もそんなに落ち込むな、と。なぜかと問えば、聖書はこう答えるのです。「私たちの外なる人は衰えても、内なる人は日々新たにされています。」あなたという存在の中で、毎日若返っていくところがある。毎日新鮮なあなたがお届けされている。それは、あなたの内なる人だ、というのです。それは、私たちの脳神経による思考の分野ではありません。それだっていつかは緩んでいくもの。しかし、その思考と呼ばれるもののさらに内側、私たちの霊やたましいのバイタリティは、キリストを信じて受け入れてから、聖霊の復活の力によって毎日新たにされているのです。
皆さん、どんなに肉体に弱さを感じても、でも、あなたには特別に聖霊が与えられているのです。いったい、この日本でどれだけの方がこの恵みにあずかっていることでしょうか。そして、その弱さや衰えを通しても、神は栄光を現わせるお方であることを信じましょう。ちょうど、自分の衰えについて書く私のこの文章を読んで、「落胆しません」のみことばを心に留める方が起こされるように、あなたの弱さを通しても、慰められたり、神様を見上げたりする方はおられるのです。
 

コリント人への手紙 第二 5章	2024年5月28日 火曜日
 
ですから、だれでもキリストのうちにあるなら、その人は新しく造られた者です。古いものは過ぎ去って、見よ、すべてが新しくなりました。
コリント人への手紙 第二　5章17節
 
今でもよく覚えています。私がまだイエス様を信じる前、小学4年生のときです。私は名東区にあるうりんこ劇団にほんの短い期間だけ所属していたのですが、その舞台袖で、そのころ救われた母について、私は共演者にこう言ったのです。「うちのお母さんがヤバい宗教に入った」と。なんでそんなことを口にしたのかは分かりません。ただ、そう言いたかっただけで、特段の理由があったわけではありませんでした。しかし、それから教会に通うようになり、ある特別な事がらを通して、私はイエス様を信じる決心をしました。それから今に至るまで、私はイエス様を救い主として信じ続けていて、感謝をし続けています。かつては「ヤバい宗教」と呼び、蔑んだこのキリスト教を、私は最高のものとして、できるだけ多くの方にお伝えする人間に変わりました。これが私の霊的刷新です。
聖書は、キリストのうちにあるなら、その人は新創造された人間だと言います。髪型が変わるわけではありません。好きなファッションもそのままかもしれませんし、家も車も、生活の外側が大きく変わることはあまりないでしょう。しかし、あなたがイエス様を信じるなら、中身が大きく変わるのです。そして、人生の最終目標も変わります。
それは、あなたが努力目標を立てて一所懸命に変わるのではありません。だれか教会の人があなたを追い込んで、あなたのことを変えてしまうのでもありません。それはおかしなことです。しかし、イエス様を信じてクリスチャンになると、神様が、あなた自身はそのままで、しかし、あなたに新しい内側、新しい人生、新しい心を創造して、あなたに霊的刷新を与えてくださるのです。
私はそろそろ変わらなくてはいけない、もしあなたがそんなふうに感じるのであれば、次のようにイエス様にお祈りしてみてはどうでしょうか。「イエス様、あなたを信じます。私の罪を赦してください。聖霊様、私を新しくしてください。私はこれからの人生を、新鮮に、あなたを信じるクリスチャンとして生きていきたいと思います。私に大きな恵みを与えてください。イエス様のお名前でお祈りします。アーメン。」
 

コリント人への手紙 第二 6章	2024年5月29日 水曜日
 
私たちは神とともに働く者として、あなたがたに勧めます。神の恵みを無駄に受けないようにしてください。
コリント人への手紙 第二　6章1節
 
日本で生きていると、お食事を無駄にしてしまったときなど、「もったいないなぁ」という感覚を持つことに気がつきます。数字の上で損をする以外に、本来生かされるべき才能や、人の役に立つはずのものが活用されることなくその役割を終えるとき、虚しさやわびしさのような特別な感覚とともに、「あぁ、もったいない」と表現することがあるのです。今日の聖書のみことばは「神の恵みを無駄に受けないようにしてください」と言います。もったいないことはしないでほしい、と。
牧師をしていると、教会でご相談を受けることがあります。お話をうかがい、一緒にお祈りをする。アドバイスをさせていただくこともあります。それらが牧師の仕事でありますが、その中で、お祈りのほかにも、与えられている賜物を活かして、具体的に私が動いて何かお手伝いをさせていただくこともあります。
聖書は、「子どもたち。私たちは、ことばや口先だけではなく、行いと真実をもって愛しましょう。」（Iヨハネ3:18）と言いますが、行いと真実においては、自分にないものをお渡しすることはできません。しかし、もしあなたが、私はたくさんのお恵みをいただいていると思う分野があるのなら、その分野において、だれかを助けたり、働いたり、守ったりすることはどうでしょう。教会において、豊かなお恵みをいただいている分野があるのなら、それを用いて、神様のご栄光を現すことはいいことではないでしょうか。たくさんいただいているお恵みを使わずに、朽ちていくままにしてしまう、それは「もったいない」ことです。神の恵みを無駄にしてしまうことでしょう。
いかがでしょう。これを読みながら、だれかを少しでも助ける力があなたにあるのであれば、怯えずに、恥ずかしがらずに、使ってみるのはいかがでしょう。本来生かされるべきあなたの賜物、能力、才能が、人の役に立つことなく、活用されずに終わるのであれば、それはもったいないこと。あるなら使っていいのです。神の恵みを無駄にしなくてもいいのです。
 

コリント人への手紙 第二 7章	2024年5月30日 木曜日
 
しかし、気落ちした者を慰めてくださる神は、テトスが来たことで私たちを慰めてくださいました。
コリント人への手紙 第二　7章6節
 
ヘンリー・クラウド博士というクリスチャンの心理学者がいますが、彼の親戚がアメリカ海軍特殊部隊の訓練を受けたときの話を聞きました。肉体と精神の限界までを試す訓練の中に、2人ペアでの遠泳があるのですが、相方が岸辺で待つ中、岸までもう少しというところで、彼は泳げなくなってしまったそうです。岸は見える。相方も見える。しかし、もうからだが動かない。すると、沈み始めた彼を見ていた相方が、岸から信じられないような大声で「GO!!!!!」と叫んだのでした。するとそのとき、何かはわからないけれど、確かに不思議な力が働き、突然彼のからだが動き始め、容易に岸まで泳ぎきったのでした。人と人とが出会うとき、そこには不思議だけれども、しかし確かに何かの力が生まれる。博士はこれを「関係の力」と呼んで、そして、冒頭の聖書の箇所「テトスが来たことで私たちを慰めてくださいました」を読んだのでした。
この箇所では、パウロの愛する教会が主から離れていることを耳にするなど、「マケドニアに着いたとき……あらゆることで苦しんでい」（5節）たことが記されています。「もう戦いたくない」「これからどうなるのだろう」と、パウロは気落ちしていたのでした。しかし、神様は「気落ちした者を慰めてくださる神」（6節）なのです。神様は、こんなに苦しむパウロを、励まし、慰めてくださいました。それがこの冒頭のみことばです。
あなたがもし神様だったら、人をどう慰めますか。奇跡、祝福、みことば、幻、何を使うでしょうか。しかし、神様がパウロを慰めるために使ったのは、奇跡ではなく、人間だったのです。テトスという人間を用いて、主は気落ちしたパウロを慰めたのでした。そう、「関係の力」なのです。人が人に会うとき、「GO!!!!!」とだれかが応援するひとことだけで、「もう一度やってみよう」「これからもきっと大丈夫だ」不思議とそう思えるのです。
気落ちしている人はいますか。神様は気落ちしたあなたを慰めてくださいます。でも、その方法は、あなたが想像しているような不思議な力によるものではなく、もしかすると、いつもそこにいる、あたりまえの人からの関係の力を通してかもしれません。あるいは、主は、あなたを用いて、深く気落ちしただれかを慰め、もう一度泳げるようにしようとしておられるかもしれません。どうか主が、慰め、励ます愛の人として、私たちを用いてくださいますように。
 

コリント人への手紙 第二 8章	2024年5月31日 金曜日
 
ですから今、それをやり遂げなさい。喜んでしようと思ったとおりに、持っているものでやり遂げてください。
コリント人への手紙 第二　8章11節
 
お父さんが娘の部屋の前を通りかかると、娘の部屋がものすごく汚いことにショックを受けました。お父さんは娘にこう言います。「ジェニファー、部屋の掃除をしなさい。」娘の返事は「わかりました。」と大変素直なものでした。お父さんは安心して庭の片付けをし、古新聞をまとめ、あれやこれや働き始めます。それからしばらくして、お父さんは娘の部屋はどうなったかと気になります。すると、なんということでしょう。娘の部屋は前と何も変わっていなかったのです！「おい、これはどういうことだ。」問いかけるお父さんに、娘は笑顔で出てきて、うれしそうにこう言うのでした。「お父さん！私、お父さんのことばを暗唱できるよ！聞いててね。『ジェニファー、部屋の掃除をしなさい。』あと、ギリシア語でも言えるようになったの！」すると、だれか人の声がします。部屋を見ると、何人かが輪になって座っています。だれなのか聞くと、「友達を連れてきて、この『掃除をしなさい』の意味をみんなで研究したの。そして、本当に掃除をしたらどうこの部屋が変わるか、話し合ってみたの。」「それで、掃除は実行したの？」「ううん、実行してない。」お父さんは言います。「ジェニファー、今、それをやり遂げなさい。」
聖書は「しようと思ったとおりに……やり遂げてください」と言い、実際に実行すること、完遂することの大切さを教えてくれています。ジェニファーがしたように、暗唱聖句をし、ギリシア語・ヘブル語のニュアンスを知り、集まって聖書研究をしたり、分かち合いをすることは、悪いことではありません。すてきなことです。しかし、実際にみことばを実行することが、ほかの何よりも一番大事なことです。神様のおことばを聞いて、喜んでしよう、そう思ったことがあるなら、実際に最後まで実行してみるのはどうでしょう。「やろうとは思ったんだけど……」という気持ちはよくわかりますし、とってもすばらしい心です。でも、感情や気持ちだけでなく、実践でも神様を愛することができたら、それはもっとすばらしいことではないでしょうか。
 

コリント人への手紙 第二 9章	2024年6月1日 土曜日
 
一人ひとり、いやいやながらでなく、強いられてでもなく、心で決めたとおりにしなさい。神は、喜んで与える人を愛してくださるのです。
コリント人への手紙 第二　9章7節
 
このみことばを読むと、ナイジェリア人教会の礼拝に参加したときのことを思い出します。アフリカの教会に共通することなのでしょうか、礼拝の間中ずっと、ドラムやアフリカの太鼓といった打楽器での賛美が続きます。礼拝者はみんな手拍子をしながら楽しく礼拝賛美をささげるのですが、全員が踊るということはなく、秩序の中で礼拝式が続けられていきます。ところが、献金の時間になるや、突然礼拝に大きな変化が起こります。なんと、信徒がみな立ち上がって踊り始めたのです。後で聞くと、この教会では、冒頭の「神は、喜んで与える人を愛してくださる」の約束を、文字どおりに受け取っており、それで踊りをもって喜びをあらわにして献金をささげているのだそうです。強いられてではなく、感謝して、陽気に与える人を主は愛される。聖書に書かれていることばの意味を実体験した一日でした。
キリスト信仰は、あれをしちゃだめ、これは気をつけなさいね、だけではありません。いやいやするのでもなく、強いられたことをするのでもなく、思いきり神様を喜んで、神様のために心で決めたとおりをすることでもあるのです。今日、あなたの心に「イエス様のために何をしようか。」と聞いてみてはどうでしょう。あなたは何がしたいですか。そのように思い巡らす中で、あなたが心で決めることは何でしょう。私は、それをしていいと思うのです。でも、あれでしょう、いつも言うように、「教会みんなで」ですよね、と言うなら、いいえ、「一人ひとり……心で決めたとおりに」です。今日は、あなたひとりが、そのあなたの心で決めたことに挑戦してみてはいかがでしょうか。嫌なことではありません。強制されたことでもありません。あなたのたましいが喜んでしまうほど好きなことを用いて、神様のために何かをして差し上げてはいかがでしょうか。神は、喜んで与えるあなたのことを愛してくださるのです。
 

コリント人への手紙 第二 10章	2024年6月2日 日曜日
 
私たちの戦いの武器は肉のものではなく、神のために要塞を打ち倒す力があるものです。
コリント人への手紙 第二　10章4節
 
大人になってから、野球がすばらしく上手な方に会ったことがあります。野球についていろいろと教えていただいたのですが、彼はちょうどそこにあったプラスチック製のバットを取り上げ、スイングを見せてくださいました。私も少年野球をやっていましたので、打撃についても少しだけかじってはいました。しかし、彼が、ゆったりと、肩の力が抜けたしなやかなスイングであるのにもかかわらず、「ブオン!!!」と飛び上がるほどの音を立ててバットを振り抜く姿に、これが本当にうまい人の素振りなのかと感動しました。そして、そのスイングを見せていただきながら、自分がいかに力んでいたか、肩どころか身体中に力が入り、肝心な瞬間に力を伝えきれていなかったことに気づかされたのでした。
クリスチャンは霊的な戦いに召された人々です。しかし、その戦いの様子は、戦闘漫画などの1コマ1コマに描かれるような、激しい表情で、大声を出しながら、強烈な打撃を繰り返すようなものではありません。「私たちの戦いの武器は肉のものではな」いからです。職場の雰囲気が異常に悪い。人間関係の中にどす黒い陰湿な何かがある。主イエス様を憎ませようとする何かがある。直接の原因はどこにもないのに、人から希望を失わせ、生きることをあきらめさせようする空気がそこにある。それは私たちが、力んで、叫んで、権力や能力の後ろ盾を手に入れて踏むことができるものではありません。そうした霊的な闇に対して打ち勝つ力は、暴力ではないのです。道具のチョイスが間違っています。それは霊の戦いであって、肉の戦いではないからです。使うべきは霊的な武具なのです。
神のために要塞をも倒す力がある霊的な戦いの武器、それは、聖霊なる神様からいただく、愛、聖書、祈りです。陰険なことばを繰り返される攻撃に対する最高の一撃は、あなたが幸せであり、そして相手を愛することです。悪霊の力、攻撃に対する攻撃は、大声ではありません。優しく暗唱する聖書のみことばです。その変わらない空気を変える方法は、インターネットで検索するのではなく、祈ること、これ一本なのです。
どうでしょう。私が力んで打とうとしていたように、あなたのスイングは力んでいませんか。暴力、権力、能力ではありません。愛と祈りの力で「ブオン!!!」ですよ。
 

コリント人への手紙 第二 11章	2024年6月3日 月曜日
 
ほかにもいろいろなことがありますが、さらに、日々私に重荷となっている、すべての教会への心づかいがあります。
コリント人への手紙 第二　11章28節
 
大変悲しく、つらいことではありますが、クリスチャンで、詐欺や盗難の被害にあわれる方がおられます。そうしたとき、牧師としてさらに悲しく思うのは、このような方々がご自分を責めてしまわれることです。第三者の視点から冷静になって見てみれば、悪いのは明らかに加害者であって、被害者ではないのに、どうしてでしょう。私たちは悩み、弱さを感じると、クリスチャンなのに盗みにあった私が悪い、お祈りが足りなかったかな、などという間違った考えに、つい流されてしまうのです。お祈りが足りないから悪い目にあうのではありません。クリスチャンなら盗みの被害にあわないわけでもありません。私たちよりもよく祈り、だれよりもすばらしいクリスチャンであったパウロだって、この章で「盗賊の難」（26節）にあったことを告白しています。クリスチャンでも盗まれることはあるのです。そして、悪いのは被害を受けた方では絶対にありません。
さて、この箇所は、パウロが「キリストのしもべ」（23節）としてイエス様のために生きていく中で、肉体や経済において、攻撃や妨害、被害やつらさを覚えてきたことを打ち明ける場面です。でも、今日心に留めたいのは、そうした外面的な痛みだけでなく、パウロが、「教会への心づかい」と呼ぶ、内面における苦しみ、精神的な悲しみ、心の重荷も、キリスト者の重荷として味わっていたことです。怪我など、外見からわかるところだけが苦労ではありません。周りの人に理解してもらえない、後悔や同情、心配や不安、葛藤など、心が優しいゆえに、だれかを愛するがゆえに傷ついていく心の痛みも、キリストに従ううえで受ける苦しみのひとつなのです。
そうです、優しさという重荷もあるのです。そして、もし、今日あなたがそれを負っているのであれば、恥じることはありません。クリスチャンとして、あなたは正しいのです。優しさゆえに感じる重さを、だれにも理解してもらえず、「あなたは気楽でいいね」などと言われるとき、反論する必要もありません。イエス様にはわかっています。私たちが本当のクリスチャンであるかどうかは、繁栄しているかどうかで測るものではありません。キリストのための弱さを担っているからといって、クリスチャンとして足りないのではないのです。いえ、むしろ、本当のクリスチャンだからこそ、キリストのための重荷を負い、被害を被り、弱さを感じることがあることを忘れないでいましょう。
 

コリント人への手紙 第二 12章	2024年6月4日 火曜日
 
しかし主は、「わたしの恵みはあなたに十分である。わたしの力は弱さのうちに完全に現れるからである」と言われました。
ですから私は、キリストの力が私をおおうために、むしろ大いに喜んで自分の弱さを誇りましょう。
……私が弱いときにこそ、私は強いからです。
コリント人への手紙 第二　12章9,10節
 
あれは雪の日でした。ご病気の兄弟を訪問させていただいたときのことです。空手に精通しておられた兄が、「武道というものは力まかせではない。力や強さに頼るから負ける。大切なのは術なのだ。」と、人生について、また闘病に際しての心をお聞かせくださいました。そのとき私は、「わたしの力は弱さのうちに完全に現れる」を思い出しました。
私たち人間には力があります。経営力、経済力、能力、筋力、持久力、こうした人間の力は、エネルギーと物質に対して反応を起こすことができます。力いっぱい押せば、物は動くのです。しかし、人の心を動かしたり、たましいを変えたり、社会道徳を根本から良くすることは、人間の力ではほとんどできません。それらを動かすのは霊の力だからです。そして、あなたと神様との関係、あなたの神様への従順を通して生まれる、霊的で内側からの力を通して、人や社会は変わるのです。私たちが深く自らの弱さを覚えるとき、神様に頼るようになり、結果、周囲へ大きな影響を及ぼすことになる、強い霊的な力があなたに与えられるのです。イエス様が「わたしの力は弱さのうちに完全に現れるからである」と言われたようにです。
今日、だれかの救いのために祈っている方はいますか。自分の遣わされている環境が変わってほしいと思っておられる方はいますか。あるいは、ひどい悲しみの中にうずくまっているだれかを慰めたいと願っている方は。力まかせでは物事は変わりません。力や能力、強さに頼ってもがっかりさせられるだけです。大切なのはキリストです。自分の弱さを認め、イエス様に降参し、神様の力により頼み、お願いしましょう。主はその力で、霊的に、ことがらを大きく変えてくださいます。
冒頭の兄弟とは、その訪問が最後になりました。二人で「柔よく剛を制す」ですね、とお話ししたことを覚えています。皆さん、私たちにあっては「信仰が能力を制す」とも言えるかもしれませんね。
 
 

コリント人への手紙 第二 13章	2024年6月5日 水曜日
 
私たちは、自分は弱くても、あなたがたが強ければ喜びます。
コリント人への手紙 第二　13章9節
 
ハワイで牧会をする先生のところに、一人の若い牧師が訪ねてきました。聞くと、自分もハワイで教会を開拓して、牧師になりたいというのです。先生は若い牧師に尋ねます。「あなたはアジアやポリネシアの人を愛していますか？」「ええ、私はビーチが大好きです。」「いえ、ですから、ハワイの人を愛することはできますか？」「はい先生、だって気候がすばらしいですから。」「いいですか。あなたはハワイの人や習慣や歴史、食べ物や文化を愛しますか？」「食べ物は大丈夫です。おいしそうな中華料理店を見つけましたし。」ここまで聞いて、このベテランの牧師先生は彼にこうアドバイスをします。教会開拓をする前に、まずハワイに住みなさい。そして、ここの文化を学び、人たちと出会い、どんな困難を抱えているのか、どんな日々を過ごしているのかをよく知ったうえで、ハワイのために祈り、ハワイの人々を愛しなさい。牧会というのは、キリストの名において人を愛するものでなければならないのですから、と。しかし、彼はこのアドバイスを聞かず、すぐに教会開拓をし、そして３年後に教会の扉を閉じて、本国へと帰って行ってしまったのでした。
クリスチャンの人生とは、「相手」がいることです。自分と聖書と神様さえあれば、それで信仰生活が送れるわけではありません。私たちクリスチャンは、だれか愛する対象である「相手」を必要とするものなのです。冒頭の牧師と若い牧師との会話が噛み合っていないのはまさにそこで、若い牧師は、神様のために教会を建てて、自分の夢さえ叶えれば、それがキリスト信仰となる、と考えていました。そして、そこには、だれかを愛する、ハワイを愛するということは、これっぽっちも含まれていなかったのです。彼が愛していたのは、そう、彼自身だったのですから。
パウロはここで、「自分は弱くても、あなたがたが強ければ喜びます」と語ります。あなたが強くなれるなら、自分は弱くてもいい。馬鹿にされてもいい。この、自分自身を二の次にする愛が、パウロのクリスチャンたちへの愛でした。
キリスト教とは、敬神愛人の両方です。十字架にかかられたイエス様を思い出しながら、私たちも、だれかを愛する愛で生きていきましょう。自分は弱くても、だれかが強くなれたらうれしい、それでいい、と。

OPS/js/book.js
function Body_onLoad() {
}





OPS/images/cover-image.png
BEAKOE

B4nAaZ i

O-TA~DFH
29 Y FANOFEE— - B2
LYY

2024547228 ~65E

ECEETEYSS 283
B AR





OPS/toc.xhtml
		ローマ人への手紙1章 2024年4月22日 月曜日

		ローマ人への手紙2章 2024年4月23日 火曜日

		ローマ人への手紙3章 2024年4月24日 水曜日

		ローマ人への手紙4章 2024年4月25日 木曜日

		ローマ人への手紙5章 2024年4月26日 金曜日

		ローマ人への手紙6章 2024年4月27日 土曜日

		ローマ人への手紙7章 2024年4月28日 日曜日

		ローマ人への手紙8章 2024年4月29日 月曜日

		ローマ人への手紙9章 2024年4月30日 火曜日

		ローマ人への手紙10章 2024年5月1日 水曜日

		ローマ人への手紙11章 2024年5月2日 木曜日

		ローマ人への手紙12章 2024年5月3日 金曜日

		ローマ人への手紙13章 2024年5月4日 土曜日

		ローマ人への手紙14章 2024年5月5日 日曜日

		ローマ人への手紙15章 2024年5月6日 月曜日

		ローマ人への手紙16章 2024年5月7日 火曜日

		コリント人への手紙 第一 1章 2024年5月8日 水曜日

		コリント人への手紙 第一 2章 2024年5月9日 木曜日

		コリント人への手紙 第一 3章 2024年5月10日 金曜日

		コリント人への手紙 第一 4章 2024年5月11日 土曜日

		コリント人への手紙 第一 5章 2024年5月12日 日曜日

		コリント人への手紙 第一 6章 2024年5月13日 月曜日

		コリント人への手紙 第一 7章 2024年5月14日 火曜日

		コリント人への手紙 第一 8章 2024年5月15日 水曜日

		コリント人への手紙 第一 9章 2024年5月16日 木曜日

		コリント人への手紙 第一 10章 2024年5月17日 金曜日

		コリント人への手紙 第一 11章 2024年5月18日土曜日

		コリント人への手紙 第一 12章 2024年5月19日日曜日

		コリント人への手紙 第一 13章 2024年5月20日月曜日

		コリント人への手紙 第一 14章 2024年5月21日火曜日

		コリント人への手紙 第一 15章 2024年5月22日水曜日

		コリント人への手紙 第一 16章 2024年5月23日木曜日

		コリント人への手紙 第二 1章 2024年5月24日 金曜日

		コリント人への手紙 第二 2章 2024年5月25日 土曜日

		コリント人への手紙 第二 3章 2024年5月26日 日曜日

		コリント人への手紙 第二 4章 2024年5月27日 月曜日

		コリント人への手紙 第二 5章 2024年5月28日 火曜日

		コリント人への手紙 第二 6章 2024年5月29日 水曜日

		コリント人への手紙 第二 7章 2024年5月30日 木曜日

		コリント人への手紙 第二 8章 2024年5月31日 金曜日

		コリント人への手紙 第二 9章 2024年6月1日 土曜日

		コリント人への手紙 第二 10章 2024年6月2日 日曜日

		コリント人への手紙 第二 11章 2024年6月3日 月曜日

		コリント人への手紙 第二 12章 2024年6月4日 火曜日

		コリント人への手紙 第二 13章 2024年6月5日 水曜日






OPS/images/image1.png





